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飯田下伊那地は古代か ら文化の開けた土地であって,古墳や古代の各種
の遺跡が占在 している。 これらの遺跡地か らは遺物が多数出土 し,住居址

と生活用具である土器や,当時の生活 を物語 る墓地などが発見されている。
これらに接する度に先人の残 した文化のすばらしさに打たれるのである。

我々はこれ ら遺跡,遺物 を大切に保存 し,或 は記録 に残すなどの責任 をさ

え感 じている。

今回飯田市では比較的下段の竜丘地区の構造改善事業が行われることに

なり,古代遺跡地の前の原地籍の調査発掘 を行 い,農道改良工事の行われ

る古墳のある塚原地籍の調査発掘 を行 った。 この地域一帯は古 くか ら水田

桑園などの耕地であ つたので農業関係者 と十分協議 をおこなった。広い地

域であるので相当の 日数 と費用 を用 したが調査関係者の献身的努力によっ

て所期の 目的 を果すことができた。

それにつけても調査団長の佐藤甦信氏,調査員今村正次氏 と多数発掘作

業員の骨折に感謝 し,指導に当られた大沢和夫,今村善興,相原健の方々

にもお礼 申上げ,尚 佐藤氏は図版や写真のほか出土品の保存などに意 を用
い,立派な記録 を報告書 としてまとめ られたことに対 して深甚な謝意 を表

く厚 く御礼申上げます。

日召和 50年 3月

飯 田 市 教 育 長
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例

1.本 書 は昭和 49年度第 2次農業構造改善事業 に伴 う前の原遺跡・塚 原遺
跡 とこれ らに関連 す る古墳の発掘調査報告書 である。

2。 本書 は報告書作成の期限が あ り, この ため調査結果 につ いての充分 な

検討,研究がなされず,資料提供 に重点 をおいて編集 した。

3.編 集 は佐藤が担当 し,調査結果の一部 を今村・片桐・松村全二 。飯 田
高校考古学班 が分担執筆 し,文末 に文書 を記 し,そ れ以外は佐藤が執筆
にあたった。

4.遺 構 。遺物の作図及 び遺構写真 は佐藤が担 当 し,遺物写真 は木下平 八

良6氏 に依頼 した。

5。 遺構実測図の うち ピッ ト内に記 してある数字 は床面 か らの深 さをの で

あ らわ し,縮尺 は図示 してあ る。

6。 遺物 は飯 田市考古資料館 に保管 してある。

口
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1。 1果

自 然 的 環 境

前の原遺跡,塚原遺跡は、長野県飯田市竜丘地区桐林 に所在する。竜丘地区は旧竜丘村で,飯田市駄

科,桐林,長野原,時又,上川路 となり,竜丘地域全体の呼び名 となっている。飯田市街地から 5腸～

6腸南にある。北は毛賀沢で松尾,鼎町に,南は久米川で川路に,東は天竜川で下久堅,竜江に境 し,

西は丘陵でもって伊賀良に接 している。西半分は丘陵,東半分は段丘の平坦面 となり,天竜川に沿って

並ぶ松尾地区 と川路地区の間にあって,川 が削 り残 した丘 一 自然堤防の上にある。東境 をなす天竜川

が花同岩 を刻みこんだ渓谷 をな しているため,天竜川に接するというものの沖積低地は地区の南東の上

川路 と時又の一部の僅かであり,大部分は洪積期の台地からなり,そ の台地上 に東から西に次第に高 く

なっている段丘地形が発達 している。

竜丘地区の段丘面 を上段から見ると,(1)最上段 に高位段丘 0の 自井原段丘面がか り,長 い間の風雨に

削 られ凹凸ある段丘面 をな している。CDは ,(I)よ り20"下 った鈴岡公園面,前林面で,巾 は鈴岡面で200

",前林面で300"ほ どあ り,(Iつ との比高差40π の段丘崖 をもってmの 念通寺面,万寿山公園面
の巾は

50m以内の狭い段丘面がある。田 は,伊那谷の第 6段丘で中位段丘に位置づ き,駄科面,長野原面,桐

林面で竜丘の大部分 を占めている。mは ,駄科駅面 と桐林小池面・塚原面 。久保尻平面で,伊那谷の第

708段 丘面の下位段丘 となり,mは ,沖積段丘 となり,時又面,上川路面 となり, さらに時又,川 路

の最低位面 となり,天竜川の氾濫原 となり,天竜峡の渓谷の入口に至 る 2腸の間は水害地帯 となってい

る。 これを地形断面図でみると次の ようである。

桐 林 断 面 図 駄 科 断 面 図

新期 ローム

中期 ローム

古期 ローム

も伊那層の礫

竜丘地区断面図 (竜丘村誌 による )

- 1 -



郭
中

【
堅

卜

．
Σ

郷

相

ヨ
超

．
コ

郷
中

Ｏ
Ｅ

Ｓ
橿

．
】

郷
中

Ｎ
Ｓ

震

。
「

郷

相
彙
冊

．
【

鄭

担
さ
メ

ぐ

．
エ

郷

相

田
製

．
〇

鄭

担

十

■

゛

ｍ
ヽ
ヽ
卜

．
』

緊

潤

量

．
国

郭

佃

ヽ

日

ヽ

Ｒ

ヽ

．
∩

郭
中

Ｎ
Ｈ
ヽ
米

．
ｏ

郷
中

Ｈ
Ｈ
ヽ
米

一
ｍ

郭
中

目
割
パ
理

．
く

歯
錮
十
園
増

．曽

量
錮
ヨ
響

．コ

誨
錮
Ｌ

ヽ
日

．
〓

誨
鱈
硼
Ｋ

．８

繁
興
肝
響

．
ｏ

基
理
製
こ
制
パ
響

．
∞

墨
錮
Ц
卜
終

．
ト

繁
四
∃
択

．
０

繁
興
砥

ヽ
月

．
Ю

繁
興
橿
咄
■

．
寸

繁
興
終

ヽ
Ｎ

・
∃
く

。
∞

塗
錮
押
憮

。
Ｎ

埜
興
贅
佃

。
【

）ヾ
ヽ
リ
タ
〓
（バヽ

緩 卜ヽ

嗣

S

:、
|

くヽ1

ヽ

ギ :/ 、)

)〒蘇ヽ 滋

- 2 -



＝
帥
側
ぶ

凶
雲
劇
響

　

　

Ｈ
騒
国



これ ら段丘 を切 って天竜川の支流が北か ら毛賀沢川・新川・駒沢川・臼井川 。久米川が東流 して天竜

川にそそいでいる。・この うち新川の量蝕は著 しく,東流する新川はさらに大 きくカープ して南流 し,巾

100"～ 230π ,深 さ30"～ 40π の浸蝕谷を形成 し, もとは同一面であった駄科,長野原面 と桐林面 を分

けている。

前の原遺跡は飯田市桐林前の原410の 3番地ほかに所在 し,竜丘小学校のある平坦面で,桐林段丘面の

南東端部に広がる南北350π ,東西320π に及ぶ遺跡で,標高427"。 竜丘小学校 のす ぐ南はf‐●丘崖 とな

り,比高差20π で小池遺跡のある下位段丘面 となる。東は比高差37π を測る新川の浸蝕谷 となって切 ら

れ,北には凹地帯 を隔てて同位段丘面の久保尻があり,新川の浸蝕谷 となるが,西は,桐林面が 800"

にわたる平坦面 をなすが,西に行 くに従い僅かに高 まって (高距 5π を測 る),前林面 。自井原面の丘陵

帯に接する。

前の原微地形 をみると,遺跡のす ぐ北は lπ ～ 4"の 比高差 をもつ巾10π ～20π の凹地帯が東西方向

に走 り,東側は深 く新川の浸蝕谷につながっているが,西 に行 くに従い浅 くなっている。旧河川の流路

を示す もの とみ られる。 この凹地帯 を隔てて久保尻遺跡がある。西は,やや傾斜面 をもって一段高 まり

中屋遺跡 となり,そ こには中屋 I号,H号 古墳がある。

遺跡の地層は,地表か ら20m前後の黒土,10"～ 15"の 黄褐色土,15"内 外の黒褐色土があってロー

ム層 となる。遺跡の北側は凹地帯に接 して lπ 内外の高距をもつ残丘状 をな し, ここは深 さ 1"以上の

黒上の堆積層 をもち, この北斜面に高見塚跡がある。

塚原遺跡及び,塚原古墳群は飯田市竜丘桐林塚原2914番地ほかに所在する。

塚原は北か ら東にかけて駒沢川,袋洞の沢によって切 られる伊那谷第 7段丘面にあ り,標高4001P3～

410π ,南北200"-300",東西300π の台地面にかつては20数基の古墳が存在 していた飯田地方の代表

的な古墳群の所在地である。

塚原の北は,自井原段丘の凹凸ある残丘面が次第に低 くなり,北か ら桐林面, さらに一段低 い小池 。

塚原 t中 原面 を構成 して いる。塚原の北から東は駒沢川の深 さ10"の 浸蝕谷で切 られ,小池遺跡のある

小池面 と対 し,台地の東端部は緩い傾斜 をもって次第に低 くなり,比高差 5,の最低位洪積段丘の小台

地 を形成 して,さ らに沖積面へ と続 くが,東流する駒沢川は天丼川 となって南にカープ し,そ の西側は

一段低 く天竜川の氾濫原 となっている。塚原の西には袋洞の沢の深さ10π ～15π の谷があ り,中 原面に

対 し, さらに自井川を隔てて開善寺山の台地 と続 く。南は袋洞の沢が,自井川に合流する地点か ら浸蝕

谷は終わって,沖積面 となり,川 路の天竜川氾濫原へ とつながる。その合流点の東側の台地 一一塚原の

南端の段丘崖下には比高差 10π の小 さな舌状台地があ り, ここに金山古墳群が存在する。

塚原の北側 を国道 151号 線 が南北方向 に走っているが,他は桑園 となっている。

歴 史 的 環 境

竜丘地区の段丘上 には多 くの遺跡が存在 してお り,近時その調査が各所に行 なわれている。駄科面で

は国道 151号付替工事 に伴 う調査により安宅遺跡では弥生後期,古墳時代か ら平安時代の集落の存在が

確かめ られ, この周辺から紐文中期の遺物が多 く発見されている。川端 。大島では中世の遺構が検出さ

れ,北平では農耕中に炉址 と組文中期土器が発見されている。昭和48年度鈴南地区農業構造改善事業に

伴 う調査では,宮城遺跡で組文中期勝坂期の住居址 3軒の調査 と好資料が得 られ,神送塚 と付近古墳の

調査では消滅古墳 3基の周濠 とその所在地,規模 を確認 し,神送塚出土の埋替 えられた多 くの副葬品が

- 4 -                                                        .



発見され, これらの構築年代,墳丘構築についての推測が得 られている。

桐林面では,国道 151号付替工事 の際 に内山・花の木遺跡調査で古墳期から平安期の集落の存在が確

かめ られている。昭和45年飯田高校考古学研究 クラブによって前の原 1号住居址の調査がなされ,縄文

中期の加曽利 E期 の好資料が得 られ, この期の集落の存在 も予想された。48年度小池地区農業構造改善

事業に伴 う調査で弥生終末期の住居址,古墳時代か ら平安時代の集落の存在が確かめ られ,好資料が得

られ,紐文晩期の土城 も発見されている。

上川路面では48年飯田市考古資料館建設用地の調査で中世の寺院址が調査 され,縄文中期から弥生 ,

古墳,平安時代に至 る資料 も発見され,開善寺境内遺跡が,沖積段丘面に各期にわたる遺跡であること

。    がわかった。

竜丘地区で特に注 目すべ きは,飯 田下伊那地方で最 も古墳密度の高いことである。竜丘地区の 面 積

7.9脇 2の 小範囲に138基の古墳の あ った ことが調査 されてお り,現存古墳37基 と数 える。 この中前方後

'    円墳 9基がある。駄科面 には前方後円墳に塚越 1号墳,権現堂 1号墳があり,権現堂古墳群は,48年度

調査の井 ゾエ I・ H号墳, ツカノコシ古墳,神送塚等があり,駄科面 には下伊那地方円墳第 2の 大 きさ

をもつ番匠塚 が現存する。

桐林面 には,段丘南西端部に飯田下伊那地方前方後円墳の最古 とみ られる兼清塚 があり, この北に大
・  塚,国道 151号 を隔 てた東 に丸山の前方後円墳が段丘上に立地 している。 これ らの他に桐林面には,前

の原古墳群があ り10基 に及ぶ古墳の存在が調査 され,中屋には I・ H号墳が,久保尻には 5基 ,内 山に

5基の古墳が,桐林段丘面の先端近 くに密集 して存在 していた。

塚原古墳群 は前方後円墳二子塚 (飯 田市指定 )を 盟主 とし,飯 田下伊那地方最大の円墳鎧塚 (5号 )

鎧塚 (4号 ),黄金塚 (10号 ),内 山塚 (2号 ),塚原 3号墳が現存 し,か つては20数基の古墳が存在 してい

たといわれ,16基の古墳の存在が調査 され,下伊那地方における典型的な古墳群の姿 を残 している。

塚原古墳群の南の段丘崖下の小台地には金山塚の前方後円墳 を盟主 とする10基 を数 える金山古墳群が

あり,塚原の西の中原台地にはかつては中原 I・ H号墳があり,そ の西の開善寺山台地には前方後円墳

馬背塚 (県指定 )が,上川路面には御猿堂古墳 (県指定 )が あ り,馬背塚 は前方,後方部 におのおの巨

大な横穴式石室 をもつ後・Ⅲ期の,御猿堂は後方部の中腹に横穴式石室 をもつ後・ I期の代表的な古墳

である。
(ツ i二 10)                                                  (′ 1111)

前林 は奈良時代に比定 される古瓦・瓦塔の出土 した「前林廃寺址」が存在 し,宮洞よりはナ摯仁、の出土 ,

開善寺境内よりは多量の古瓦の出土 をみてお り,奈良時代の寺院の存在が推定 されている。小臼井・堤

、    洞・河内洞には平安期の窯址群が存在 している。

中世 にはいって鎌倉時代には伊賀良の庄の地頭北条江馬氏によって開禅寺が創建 され, さらに信濃の

国司小笠原氏によって開善寺 として発展 をみせている。室町初期には鈴岡城が構 えられ,鈴岡小笠原氏
卜    の本拠 となって中世末期にいたっている。

注 1  松島信幸「伊那谷の段丘」1966 下伊那地質資料M2

松島は伊那谷の洪積段丘を高位段丘 0～ 2,中 位段丘 3～ 6,下位段丘 7・ 8,沖横段丘 9。 10を 設定 してい

る。

注 2  大沢和夫・佐藤甦信「安宅 。大島」1969 長野県飯田建設事務所

注 3  遮那藤麻呂「富城遺跡と神送塚付近古墳群」′卜池・宮城・神送塚  1974 飯田市教育委員会

たL4             ″

注 5  遮那藤麻呂「内山遺跡調査概報」1967 伊那 10月 ・ 11月 号
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注 6  飯田高校考古学班「飯田市竜丘前ノ原遺跡調査報告」1974 長野県考古学会誌17

注 7  佐藤甦信「小池遺跡」 小池 。宮城・神送塚 1974 飯田市教育委員会

注 8  佐藤甦信「開善寺境内遺跡」1974 飯田市教育委員会

注 9  市村咸人「下伊那史第 2巻」1955 下伊那誌編纂会

注10  大沢和夫「前林発見の瓦塔について」1961 伊那 7月 号

注11  遮那真周「飯田市竜丘宮洞発見のま早仏」1966 伊那 4月号

注12  中田美稔「古跡」竜丘村誌 1968 竜丘村誌編纂会
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II発 掘 調 査 経 過

第 2次農業構造改善事業飯田市竜丘地区の昭和49年度計画は桐林久保尻 と桐林塚原の両地区において

実施 されることになった。

久保尻地区は前の原遺跡の所在するところで, ここは昭和45年飯田高等学校考古学班 によって 1号住

居址の調査がなされ,住居址の 2分の 1余 を発掘 し,縄文中期末の好資料 を多 く得てお り, この期の集

落の存在 も予想された所であり,構造改善区域内には前の原 3号古墳の所在 した西端部がかか り,高 見

塚 。中屋 I号古墳の所在 した位置 も計画内に含 まれている。

塚原は飯田下伊那地方の代表的な古墳群の所在地であ り, このため構造改善事業は古墳所在地は避 け

農道改設のみ とし,圃場整備 を行 なわないよう計画段階で決定 したものである。

これ ら遺跡の記録保存のために,国 。県・市の補助 と,地元の一部負担の もとに農業構造改善事業計

画に発掘調査費が計上 され,本次調査が行 なわれることになったものである。

前の原遺跡での改善計画面積 5.8haの 広面積 に及ぶため,経費,期 日の制約のため, 1号住居址 を中

心 とする区域 に重点 をおき, さらに前の原 3号墳の西周濠の所在,高見塚,中屋 I号墳の所在位置 をた

しかめ ることに した。

塚原では,農道改設用地内 と鏡塚の西端部が一部農道にかかるため, これに重点 をおいて調査 を実施

した。発掘調査は昭和49年 10月 15日 から11月 22日 まで行 ない,そ の後工事中に発見された遺構,遺物の

出土状況調査が行なわれた。発掘調査 日誌は次の表で示すことに した。

発 掘 調 査 日 誌

月 日 天 候 日 誌

10・ 11 H青 前の原・塚 原の現地 をみ,発掘準備 ,計画 をたて る。

くもり
前の原遺跡
器材運搬, テン ト張 り, グリッド設定, 1号址東半分の調査 にかかる。

日青 1

|

号 l■の調査 2・ 3号址の検出 前の原 3号墳周濠の調査

|

日青
↓ 雨 lL万向 にの び る周 源検 出
号址 検 出

|

2号址の表土排除

くもり
′卜 雨

1号址掘 り下 げ  2号 。4号址の調査 ↓ 周濠により5号址は切られ,他は調
査区域外 とな り 1部の調査 に終わ る。

雨 休 み

(日 ) 休 み

日青
くもり
2号 。4号址床面 まで掘 る。
遺物多 し。

4号址 周濠北 13π 調査  8号 址検出…周濠
|    できャれる。

雨 イ木 み

日青
2号址‖1り 上げ,4号址床面調査,土   周濠さらに北東にすすむ 掘 り上げ
城1号検出,縄文後期の土器 1個体あ り掘 り上げ
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月 日 汰:f咲 日 壮
叶

2号址実測, 4号址掘 り_Lげ。埋甕 を検出。井 水の ため北 4分の 1は 調査不能。
3号 。9号址 プラ ン検出にかか る。 3号墳用濠,北 側 は深 くなるが東側調査区域
外 となる。

二
月
4号 。8号 l■実測。土城 2号検出掘 り上げ。 3号
ラン検出作業 一 全面表土 を排除 11号 。12号 ・

。6号 。7号 。9号 。10号 l■ プ
13号址検出

上
円

9号 。11号 。12号 ・
土城 3～ 7号検出 ,
_Lげ。

13号址 を掘 りは じめる。11号址遺物 多し。
掘 り上げ,実測。土拡 8～ 11号検出。 4号址埋甕調査,掘 り

日
雨

み休

土
目
9号

|

址 の調査 9号址深さ50の で床面に達せず。

土
円 カマ ド検出 床面に達す。遺物 多し。

くもり
雨

業
号
作
Ｈ
中

。

前
号
午
７

9号址床面に達 し石製模造品 (勾玉 )を 検出
12号 。13号 l■床面の調査 13号 l■完掘

くもり 3号・ 6号址の調査にかかる。 6号 l■東壁 よりに焼土の厚い堆積 あ り

11 ・  1
主
日
7号 。9号・
11号 l■L埋褻 3

。12号 。13号 l■掘 り上 げ ,
もつ。 6号址 カマ ド検出。
号
を
Ｈ

こ

写真撮影,12号 。13号実測。
3号址の調査 をすすめ る。

主
目

6号址完掘, 3号 l■・10号址の調査,10号 は 3号 l■ に,10号址 は 6号址 に切 られ
る。 14号 。15号 。16号 址の検出, 8～ 10号土城掘 り上げ。 7号 。11号址実測。
11号址埋甕 3個 のたち切 り調査,実測,掘 り上げ。

み休

土
目 下伊那教育会考古学委員会による14号址の調査。プラン十分つかめず。

雨 み休

〓
目
10号 。15号 。16号址の調査。15号址平安期。15址 の下に16号址 (古墳期])あ り
17号 。18号 l■ を検出。 6号 。9号 l■の実測。 3号址完掘。

朝小雨
日青

17号 。18号址の調査にかかる。 18号址の北にピッ ト群 を検出,10号址完掘
15号 l■調査

主
円

15号址完掘,実 測 ,
号址実測。高見塚 の
ぶ るい。

16号 址の調査,17号 llL床面に接 し土器 多量の出土, 3号・ 10
トレンチ IoH調 査。古墳の痕跡なし。 9号址床面の上 を水

くもり

16号址 カマ ド検出,壷 2個体出土。17号址中央部 に多量の土器掘 り上げ。 14号址
の調査 (委員会 )床面に達す。 18号 ll_北 の ビッ ト群 は柱列址 Iと なり,北側へ拡

な
'し

甘十修す卜足量皆1昔分な 2襖hツ
トレンチⅢ・Ⅳ諮 。胡 の痕跡

土
目 14号址 (委員会 )の 床而調査。台付褻 1個体の出土

〓
円
14号 。16号址完掘,写真 ,
柱列址 Iの拡張排土作業

実測。 17号 l■床面調査。
一 盛土のため苦労する。

6号 l■の J二水ぶ るし

晴時 々
くもり
朝土ヤ束
る

17号址完掘,全体測量にかかる。柱列址 Iの 検出作業
6号址の水ぶるい 一 焼土下の床面の土 より臼玉 5個 を発見

(日 没ごろより寒さをます )

日青
り」ミ リ軋

柱列址 Iの調査・柱列址 Hを 17号址東側 に検出調査。
17号 l■ ,高 見塚 トレンチ I～ Ⅳの実測。 旺橘

引
咄
さ

，
１，見

い
発
る
を
ぶ
個
水

５

日青
土 ,束 る

柱列址 I掘 り上 げ (さ らに北 にの び るとみ る),写 真,実 測。 19号址 を検出 ,
査。 18号址の調査 にかか る。 中屋 I号墳の トレンチ I調査 ,痕 跡 な し。
塚原調査 にかか る。 一 新設道路の側溝 に遺構 をさ ぐる。

調
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月 日 天 候 =日

11 ・ 15 日青 瞬願一
鏡婁芳遭露甘馨看T善6雰月+97李調査,周濠の検出。

くもり
1                   ~

鏡塚墳丘, トレンチ調査部の実測。農道用地の調査 一 遺構・遺物な し。

(日 )雨 休 み

雨 休
‐

み

田青

岳募雲地

l]]i:li首首[:][::::i曇]言早晏霧ま|:勇:1馨層

くもり

塚  原 農適用地の調査,遺構 。遺物な し。
前の原 20号址, 3分の 1を 掘 り上げ,盛土のための調査 を断念,高見塚

チ Vの調査。残丘上 より北に下がって周濠 を検出。中屋 I号墳 ト
調査実測

ン

チ

レ

ン

ト
ー
レ

全体測量,測量の一部 を残 し,現場調査 を終わ らす。 テ ン ト,器材の撤収。

り
雨

もく
雷 20号址実測 全体測量

日青 全体測量  測量不備箇所の修正。現地調査完了。

1 ・ 12 くも り 前
の原,工事 中埋褻の発見 に よりよ り調査。
個体 は現状 で残 る。床面 と壁面 を確認,実 測 ,

1個 は掘 り上 げ られてお り,他 の 1
掘 り上 げ,24号址 とす る。

日青 埋甕箇所の調査・測量 をなす。

2・ 14
り
雨

もく
夜

塚 原 2号道路東傾斜面 よ
を確認 (奈良時代 )

り工事中土師器の出土調査,道路の断面に住居址の存在

田青

↓
1号 2号・ 3号址 を確認調査,測量 (古墳時代～奈良時代 )

発掘作業終了後,遺物の整理,実測,製図 をな し,報告書の作成にとりかかる。
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III

(I)前の原遺跡と古墳群

前の原遺跡の農業構造改善計画面積 は5。 8haの 広面積 であ り,昭和45年 飯 田高校考古学班の調査 した

1号住居址 を中心に して,竜丘小学校敷地 より北120π ,第 2号道路 より北25π ,第 1号道路の東に南北

5073× 東西50π の区域 を調査区 Iと し, ここに重点 をおいた。西 より東へ a・ boc¨…・y列,南 より

北へ 1・ 2・ 3……25列の 2"× 2つ の グリッドを設定 した。 (図 2)こ の調査区の東側は前の原 3号

墳の所在地であり,用地内に周濠の存在が予想された。調査区 Iの 北50π には第 H調査区 を設定,高見

塚の所在 した地域に トレンチ I～ Vを 設定 し, さらに構造改善区域の西端部 に中屋 I号墳の所在 してい

た地点があり, ここに トレンチ I・ Hを 設定 した。広面積 であ り,費用,期限の制約のため,そ の他の

調

第
１
号
道
路
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図 2 第 2次農業構造改善事業飯田市竜丘久保尻地区 (前の原 )
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図 4 前の原 1号住居址



区域は工事中,遺構発見の際調査 を行 なうことに した。

|.前の原遺跡の遺構 と遺物

発掘調査によって発見された遺構は次の ようである。 (図 3)

住居址 24軒

組文中期末 15

本主ダ11上   2

古墳時代  7 平安時代 中世  1

Jニナ広 11

(|)1匡  1居  :址

ア,縄文時代中期末住居址

1号住居址

遺構 (図 4)調査区 Iの ほぼ中央にあって,かつて飯田高校考古学班により,西 2分の 1以上が発掘

され, 多 くの好資料 を得たところである。今次,東半分の調査 をなし,そ の全容 を明 らかに した。径南

北5.8π ,東西6.1つ のほぼ円形の ローム層へ深さ30"掘 りこむ竪穴住居址である。主柱穴は 6こ とみる

が,南壁に接 した重 なり合 うピッ トがある。炉址は中央 より北にあって,炉石ははずされたとみ られる

痕跡 をもつ。1.8π ×1.8π の不整形な方形状 をな し,床面 より50物の深さに掘 りこまれている。床面は

堅 く,南面 を除 き,壁に沿って巾10～ 15の,深 さ10の前後の周溝 をもつ。南南東テラス上 に柱穴 を中心

に した位置に径 1.3π ,深 さ15∽ の半円状の掘 りこみがある。出入口ともみ られる形状 をなす もの であ

る。遺物の出土状況は,昭和45年発掘時に比 し少な く,炉 を中心 とした位置に住居の廃絶後投げ入れた

とみる状態であり,床面に接するものは少なかった。

遺物 (図 25・ 26・ 44)土 器・石器 。土製品がある。土器には,図 25の 1～ 8に みるように底部か ら

お、くらんできた胴部が頸部で しまって大 きく外反するものが口辺部で強 く内湾するキャリバー形の深鉢

を中心 とする土器であり,文様は口辺部 におけるつなぎ渦巻文 と,そ れにはさまれる区画文,胴部・頸

部 には波状文,連弧文 を特徴 とし,地文には紐文,条線文が施 される。 1～ 4は 木曽川下流地帯の咲畑

式土器 その ものであ り,他 も東海地方 との関連の深い土器群 である。

図25の 9～ 20は ,わ ずかに頸部で くびれも 外反する口縁 をもつ深鉢 と無頸褻 (9。 20),鉢・浅鉢

(18・ 21)が あ り, 日縁に隆帯 をつけるか, 日縁 を折 り返 して肥厚 させ るものである。文様は地文 に縄

文 を施すだけの ものが多 く,条線文 (19・ 20)や無文 (20)の もの もみ られる。 これらも東海地方 との

関連 をもつ土器群 とみ られる。

図26の 1～ 8は 当地方の加曽利 E期 にみ られるタイプで,沈線 または隆帯で渦巻文,円形文,唐草文

または懸垂文 を施 し,そ の間 を縄文・条線文・刺突文で埋めてお り, 1・ 2に は把手が付 く。

図26の 9-12は 無文の深鉢形土器で頸部 は僅かに くびれて口縁部 は外反するが 9は , 国辺で内湾 し,

日唇が内側に折れて肥厚する。図26の 13は 台付甕の脚部であ り,土製品に図26の 14。 15の 土偶の尻部 と

脚音卜がみ られる。

石器  1号 住居址の石器の出土量は特に多 く,注 目される。打石斧の完形品134こ ,磨石斧 4こ ,横

刃形石器 54こ ,石錘 26こ ,石匙 1こ ,石鏃 4こ , スクレパー とみるもの 1こ ,石皿 2こ ,敲打器 2こ の

-13-



出土 をみてい る。
、il1 2ヽ

打石斧・横刃形石器の図は費用の関係で略 さざるを得 なかったが,打石斧は刃部,基部 を欠 くもの50

こを数 え,そ の計184こ と出土量 も多く,い ずれ も小形で,最長で13.5∽。大部分が長 さ 8-9∽ ,幅

4の前後。最 も小さなもので 7"前後。ずん ぐりした形の もの も比較的多 くみ られる。石材は硬砂岩 と

緑泥岩がほぼ同数であるが,横刃形石器は硬砂岩が大部分 を占める。

その他の石器 (図 44),打石斧,横刃形石器以外を図44に まとめた。この中で特 に注 目すべ きは石錘

である。 1-26の 26こ の出土量 と, この内10こ は床面に接 して同一方向にそろって出土 をみたことであ

る。磨石斧に27-30の 4こ があ り,27は 完形,28は 頂部のみに,29は 基部全面 に,30は 側面 に敲打成形

が施 されている。37は 硬砂岩製の粗製の縦形の石ヒ,石鏃には33～ 36の 4こ が出土 してお り,今次調査

の出土量 2に 対 して倍数である。38は 黒曜石製の彙J片石器で側縁 を利用 したスクレパー とみ られる。敲

打器に31・ 32が あ り,石皿に39。 40の 中形の ものが出土 してお り,40の 裏側は砥石 として使用 されてい

る 。 (飯 田高校考古学班 )

2号住居址

遺構 (図 5) 1号 住居址の北東3.5π にあ り,14号住居址の東端部 を僅かに切 っている。 径 南北

5.3π ,東西5.5π の円形, ローム層に30～ 40mの 深 さに掘 りこむ竪穴住居址である。床面 は堅 く,柱穴

は 8こ 発見されているが,そ の規模,配置か らみで主柱穴は 5こ とみ られる。炉址は,中央 より僅かに

北に寄 ってあ り,1.4π ×1.7π の楕円形,床面 より深 さ30"掘 り凹めたもので,炉石は崩 された状態で

中央部 に 1列 に並べ られていた。南東テラス上 に柱穴 を間にお く位置に深さ20",径 1.4π の半 円状の

掘 りこみがあ り,出 入口ともみる形状の ものである。南側の一部 を除 き壁に沿って巾20～ 30の,深 さ10

"前後の周溝がめ ぐらされている。

遺物 土器 と石器があ り, 土器 (図 27)は 頸部が僅かに くびれて口縁部が外反する深鉢形が大部分 を

占め,鉢形 とみるものに 2がある。主体 をなす土器の文様は口縁部 を円の区画文,そ の中を沈線で埋め

る 1・ 4。 6・ 8,刺 突文で埋める 5・ 11があ り,胴部 は綾杉文が施 されている。 3は縦の浅い沈線 と

懸垂文 を, 7・ 9は 日辺部 を肥厚 させ,縦の条線文 を施す。 2の鉢形土器は口辺部 を肥厚 させ, その下

に大い沈線 を引 く以外は無文 となり,内 外面 とも暗黒色 を呈す。渦巻文 をもつ ものに13・ 14があ り,14

は千鳥形圧痕列が施 され,やや古い様式 とみ られるが, 2号住居址の土器は諏訪地方の編年では曽利Ⅲ

式の新 しいタイプに比定 されるものである。

石器 (図 48・ 49)打 石斧には図48の 1～ 18があ り,18は 長 さ18.8∽ と大 きく,長 さ10∽前後が大部

分 を占め,最小の17は 6.8如のずん ぐりした もの である。 1～ 5は硬砂岩,他は緑泥片岩である。横刃

形石器に図48の 19-24の 5こ があ り24が緑泥岩,他 は硬砂岩である。図48の 28は 硬砂岩製の縦形の石ヒ,

磨石斧に図49の 1・ 2があ り, 1は 刃部,基部 を欠 く。緑泥片岩製。 2は輝緑岩製で刃部 を欠 く。 とも

に側面は敲打成形が施 される。

図48の 25。 26は 変輝緑岩製の楕円形 をなす磨製石器で側面は敲打成形,両頂部 に土ずれ状の使用痕が

み られ,26に は 1か所円い凹みをもつ。 ともに火にあたったものであり,何に使用 されたか不明である。

図48の 26は 砂岩製の祗石,中央に円い凹みがみ られる。敲打器に図48の 29の 小形の ものがあ り,大形に

は図49の 3・ 4が ある。図49の 5は磨石, 6は 礫器, 7・ 8の石皿があり, 8は 巾 9い と極めて小形の

輝緑岩製の特 異な ものである。

-14-
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図 5  前の原 2号住居址              
°

3号住居址

遺構 (図 6) 2号 住居址の東60",南は10号住居址によって一部 は切 られている。東西径6.3π の

円形, ローム層へ30"掘 りこむ竪穴住居址である。床面は堅 く, 1回建て替えの行 なわれた住居址で,

11こ の柱穴, この中に重な り合 うもの 3こ があ り,炉址 2こ が発見されている。主柱穴は 6こ とみ られ

る。炉址 は古い方は中央 より北に寄 ってあ り,新 しいのは前者の南に接 して中央 よりやや西 よりに造 ら

れ,炉石 をほぼ完全に残 している。床面 より古いのは35響,新 しいのは30"掘 りこまれている。

遺物 土器 と石器があ り, 土器 (図 28)に は深鉢,無頸甕,台付土器,吊手土器がある。深鉢形土器
は頸部の しまりの小 さいキア リパー形 をなす ものが主体 をな し,文様は口緑部は沈線 または隆帯にょる

円,楕円の区画文 をもち,そ の内部 を沈線で埋める 2,紐文 と細い懸垂文で 1・ 4,縄文だけで埋める

3・ 7があり,胴部 は綾杉文 と縦の沈線 を施す 2,組文 を地文に沈線 と懸垂文 を施す 1・ 3・ 4・ 10。

11がある。波状 口縁 をなす 1・ 3は 4こ の頂部 をもち,そ こを渦巻文で飾 り, 4は 大い縦の沈線 を引き,

その中に爪形状の刻みを施す もので,一時期古いもの とみ られる。 5・ 6は無文の口縁部で, 5は 回唇

部 を内側に折 り返 して肥厚 させている。 9は無頸甕 とみ られ,大い隆帯による不規則な区画文 とその内

部 を細い沈線で埋めている。
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台付土器の台部 に12～ 14があり,14は 5角 形 をなす特異なものである。15は 吊手土器の吊手部で,j菫

続刺突文で飾 っている。 3号住居址の主体 をなす土器は加曽利 EH式 ,諏訪地方の曽利Ⅲ式に比定 され

るものであるが,曽 利 H式の要素 をもつ ものがみ られる。

石器 大部分の石器は費用の関係で記載 を略 さざるを得なかったが,打石斧の完形31こ (硬砂岩 18,

緑泥片岩13)があ り,最大長12の ,最小 7の,10"前 後が大部分 を占め,平均重量659で ある。横刃形

石器 7,敲打器 3が あ り,磨製石斧には刃部 を欠 くもの 2こ ,完形品に図52の 5・ 6があ り, 5は 緑泥
片岩製,側面は自然面 を利用 している。 6は輝緑岩製,側面は敲打成形が施 され,重 さ12417を 量 る大

形の ものである。図43の 11は 小形の磨石斧で両刃のノ ミである。図52の 7は 凹石で,乳棒状磨石斧の折

れを利用 したとみ られ,緑泥岩製で表裏両面に 1こ ずつの凹み をもつ。 (今村 )

4号住居址

遺構 (図 7) 3号 住居址の北 1l πにあり,北側は井水のため 3分の 1は調査不能であった。東西径

6.2π の円形 ,ロ ーム層に深 さ40"掘 りこむ竪穴住居l■である。床面は堅 く,柱穴は 5こ 検出されている

が,配置からみて主柱穴は 6こ とみ られる。炉址は中央 より北に寄 ってあり,炉石ははずされているが

東西2.lπ ,深 さ50物の掘 りこみをもつ大形の ものである。壁に沿って巾15∽ ,深 さ10"前 後の周溝が

め ぐるが,南側 と西側の一部は切れている。南東側のテラス上 に,柱穴 を中間の位置にお く所 に径1.6

π,深 さ20∽の半円状 をなす凹み 4こ があ り,出 入口ともみ られる形状 をなす。

南側の周溝に接 して埋褻が (図 13.図 29の 1)1こ 検出されている。住居址の60"西 に土城 2号があ

り,南側には 3こ の柱穴が発見されたが,盛土のために調査 は断念 した。

遺物 覆土下層か ら床面にかけ全面的に遺物の出土はみ られ,そ の量 も多い。特に炉址周辺の床面 よ

りの出土が多 くみ られた。遺物には,土器,土製品,石器がある。

土器 (図 29・ 30・ 31)に は,深鉢,鉢形土器,台付土器,吊手上器がある。深鉢形土器には頸部が僅

。
|

0                2m

ii年の 原 4号‐t口::ll■1劇 7
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かに くびれて口縁部が外反 して口唇部で僅かに内湾するキァリバ形 をなす ものが主体 をなす。文様は日

縁部は隆帯,沈線による渦巻文, ワラビ手文,区画文が施 され区画内部は沈線,条線で埋め,胴部は縦
の沈線 と蛇行する懸垂文で区切 り, この間 を稜杉文で埋めるものが大部分 を占めるが,縄文 を地文にす

るものに図30の 7・ 9が あ り,連続刺突文 を並用するものに図30の Hがある。区画文内を組文で埋める

ものに図30の 10が ある。

図29の 1の 埋甕 と図30の 12は 胴部が S、 くれ, 回縁部が直立するもの と,図 30の 5の 口縁部が内湾する

樽形土器 もみ られる。 これ らは日縁帯部は無文,図 29の 1,図 30の 5は 無文帯の下 に粘土紐 を編んだ縦

の隆帯 をはりつけ, この間に長方形の区画文が付 く。区画内を羽状文, または千鳥状圧痕文が施 され ,

胴部は大 きな孤 を描 〈懸垂文で, この中を沈線で埋めている。図30の 12は 無文帯の下に 2本の大い隆帯

がめ ぐりこの間に 2条の波状文が施 され, さらにその下に縦の条線で埋め る区画文が付 くとみ られる。

以上は飯田地方の加曽利 E式の時期にみる一般的な土器群である。

図29の 3・ 4は 胴部は■、くらんで頸部で しまり,短かい口縁部は強 く外反 してさらに内湾する。日縁

をブ リッヂ状の把手 をめ ぐらして飾 り,胴部には懸垂文 と羽状文が施 されている。 これ ら 2つ の土器は

つ ぎの鉢形土器 と,関連の深い土器である。

鉢形土器は, 回縁部の縦位の隆帯 をブ リッヂ状の把手に して飾 るもので,図 31の 23～ 27が ある。25は

縄文,他 はキザ ミロまたは櫛描線が施 される。26の 回縁部は八角形,23は 六角形 を呈 し,23の 口辺部内

側には縄文が施 されている。27は 飾 られた土器で,胎土,焼成の良いていねいな仕上げの ものである。

図31の 14は 器形は不明であるが,同一分類にはいるとみ られる。図31の 22は 回縁部 は くの字状 に外反 し

て無文,頸部の くびれ部の下 に両耳の把手が付 き,胴部は縦の条線が付 く。 これら一連の土器は東海地

方 との関連 をもつ土器群 とみられる。

図31の 29は 台付土器の台部 と考えられ,底部 は方形 をなす とみ られる。28は 吊手土器の吊手部 である。

土製品 (図 43の 2・ 6・ 7) 2は 土偶の胴部, ワラビ手状の渦巻文 と沈線,円 の凹文が施 されてい

る。 6・ 7は耳栓,土器片を円形に削 って作 られてお り, 6は 縄文, 7は 2条っ孤文が施 される。

石器 主体 をなす打石斧,横刃形石器等は費用の関係で図の記載 を略 さざるを得 なかったが,打石斧

の完形36こ (硬砂岩18,緑泥岩12,輝緑岩 2, ホルンヘルス 2,片麻岩 1)そ の材質の多種 であること

が注目され, 最大は長 さ17-, 重量4909, 最′lヽ は長 さ 8∽ , 重量189 と差 は ,大こきいが, 大音卜分は10"

以上で本遺跡の打石器では大形である。平均長 さ10.5の ,巾 3.8の,重量1107を 量 る。磨石斧は刃部 を

欠 くもの 2こ があ り,輝緑岩製,横刃形石器は11こ (硬砂岩 8,緑泥片岩 3),敲打器に小形の63夕 の重

量の ものがあ り, また,扁平の円い川原石の側面に敲打痕 をもつ ものがある。

図43の 12は 石 ヒ,緑泥岩製,重量 7夕 の小形の精巧 なものである。図52の 1は 花同岩製の石棒 , 2は

砥石で,砂岩製, 2面が使用 されている。

5号住居址

遺構 (図 18)調 査区 Iの 東端部で用地外に接するところにあ り,北 と西は前の原 3号古墳の周溝 と

8号住居址に切 られ,南 は盛土のため調査不能, このため東壁の一部 と床面 を検出 し,円形プランとな

ることを確かめたものである。

遺物 (図 41の 5)床 面に東壁に立てられた状態で出土 をみたものである。 4こ の頂部 をもつ波状口

縁 をなす深鉢形土器で,胴部は S、 くらみ頸部はやや しまって口縁は外反 し, 日唇部で内湾する。文様は

粘土紐 による隆帯が口縁 をめ ぐり, これより下 る隆帯 は胴下部で孤 をかき 2本の隆帯に分かれ口縁部 に

いたって対称的な円 を描 く。 これが 1組 となる粘土紐隆帯で飾 られる。高 さ26.5の ,日 径 15",1.2の と
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図8 前の原7号住居l■
(L_       2「

厚い器壁 をもつ。飯田地方では特異なもので,中期終末期か,後期初頭 とみ られる土器である。

7号住居址

遺構 (図 8)南 から北に13号 。12号・ 7号住居址 と接 しあいながら並 び, 7号住居址の北 2π にH

号住居址がある。径南北5.4π ,東西4.9π の楕円形 をなし, ローム層に西側で20い,東側で10"ロ ーム

層に掘 りこまれる竪穴住居址である。床面はあまり堅 くな く,柱穴は 8こ 検出され,そ の内 4こ は 2回

の掘 りこみがみ られ,建て替えの行なわれたもの と考えられ,主柱穴はその配置からみて 6こ とみ られ

る。炉址はほぼ中央部にあって南北 1.3π ,東西 lπ ,深 さ20"の 楕円形 をなし,炉石ははずされている。

炉の掘 りこみの西寄 りに後に掘 りこまれたピッ トがある。炉址の西30"に 土城H号が掘 りこまれてお り

これとの関連の もの とみ られる。

遺物  土器 と石器があり,土器 (図 32)は ,日 縁部が大 きく弧 を描 くキャリバー形 をなす深鉢が主体

となる。細い単節紐文 を地文に してお り, 1・ 4・ 5は 4こ の頂部 をもつ波状 口縁 をな し,波状 をなす
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部分に文様の中心がおかれ, S字状文, ワラビ手文が施 され,そ の両側に連弧文による半円区画文 を

もつ。 4・ 5の 区画文上部 は千鳥状圧痕列で飾 り,胴部 に波状文 と連弧文がめ ぐる。 2は 胴部の大 きく

_S、 くらむ土器で, 日縁部 に大 きな楕円区画文 を, この間 を S字状文で飾 り,区画文内部は箆状具 による

押引文が施 される。 6は 口縁部は末端が流水文風になる連弧文が,胴部 は飾 られた懸垂文が底部近 くに

達している。 8～ 10は 外反する口縁部は一」L内湾 して, さらに外反する。 8・ 9は 粘土紐 に よる 9は

長方区画文で箆描 きの斜線, 8は 半円区画文,内部 を大い斜線で埋めている。10は S字状文 をはさんで

連弧文 による楕円区画文 を,そ の内部に大い紐文が区画文_L部 を 2条 の押引文で飾 るもので 4・ 5と の

関連 をもつ もの とみ られる。 7は 口唇部 を肥厚 させ直立に近 い口縁部 をもち,縦の条線が施 されている。

本址の土器は東海地方 との関連の深い要素 をもつ もので,諏訪地方の編年では曽利 H式 に比定 される。

石器 図を略すが,本遺跡で, この期の全面調査 した住居址中最 も出土量が少な く,打石斧 8こ (硬

砂岩 3,輝緑岩 2,緑泥片岩 3)で長 さ8.5～ 12.5",平 均重量67夕 である。横刃形石器 (硬砂岩 )2

こがあ る。 (今村 )

10号 住居址

遺構 (図 6) 3号 住居址の南側の 1部 を切 り, また南東側の 1部 は 6号住居址 に よって切 られてい

る。径 5.3π の 円形 をな し,ロ ーム層 に30"の 深 さに掘 りこまれた竪 穴住居址 である。床面 は堅 く,壁

に沿 って周溝がめ ぐる。周溝に接 して主柱穴 6こ があ り,50～ 74∽ といずれ も深 い。炉址 は中央 より北

寄 りにあ り,径 1.4π の円形,深 さ床面 よ り40い の掘 りこみで,炉石のはず された痕 跡 を明 らかに残 し

ている。

遺物  土器・石器・土製品がある。 土器 (図 33)は ,キ ャ リバー形 をなす深鉢 が主体 をな し,文様 は

縄文 を地文 に してお り, 日縁部 に渦巻文
・
(5・ 6), S字 状文 (10。 12)を 間 に して連弧文 による区画

文 をもち,頸部 に横位の胴部 に縦の沈線 を引 き, これ をつ な ぐ連弧文 をもつ 5。 7が あ り,頸部 か ら外

反す る国縁部 はさらに強 く内湾す る (5～ 11)東海地方 との関連の深 い もの と,内 湾 は小 さ く,隆帯 に

よる渦巻文 と区画文 をもち,胴部 は蛇行す る懸垂文 をもつだけの 4の 当地方 に多 くみ られ るタイプがあ

る。

頸部 の くびれは少 な く, 日縁部の外反す る 1～ 3が あ り, 1・ 2は 口縁上部 に 1条 の大 い沈線 をめ ぐ

らしこの下 に斜行す る組文 が付 く。 3は 6こ の頂部 をもつ波状 乳縁 をな し,文様 は沈線 に よる渦巻文 と

これ をはさむ区画文 を口縁部 に,胴部 は縄文 を地文 に懸垂文 が施 され る。 口縁部 が一旦内活 してさらに

外反す る12～ 14017が あ り, 9は 肥厚す る口唇部 に大 い沈線が施 され るものがある。 16は 無頸の深鉢

(博形 ?),15は 口縁部 を貼布 す るプ リッヂ状 の把手 で飾 る土器 とみ られ る。

3号住居址 を切 る10号住居址の土器の二者の間 に時間差 は認め られな く,諏訪地方編年 の曽利Ⅲ式 を

中心 に,曽 利 H式の要素 を含む ものである。             :

土製品 (図 43の 4)に 土偶の手の部分 がある。

石器  大部分の図 は費用の関係 で略 さざるを得 ないが,打石斧の完形 17こ (硬砂岩 6,緑 泥片岩 10,

輝緑岩 1)が あ り,最大長 さ12の ,巾 6の,重 量 1657,最 小 は長 さ7.5の,巾 3の,509,平 均重量 80

9,長 さ10"以 内の ものが多い。横 刃形石器 3こ (硬砂岩 2,緑 泥片岩 1),敲 打器 1,乳 棒状石斧の

全面敲打成形の刃部 を欠 く 1こ ,図 52の 4は側面敲打,緑 泥片岩の 自然面 を利用 した磨石斧 とみ るもの

で重量 1390夕 の大形 である。図43の 10は 黒曜石製の石鏃 ,13は 縦形の石 ヒで43夕 の硬砂岩製の粗製の も

のであ る。
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‖号住居址

遺構 (図 9).1号 住居址の南東2.5π にあ り,南 には4.7π 距てて 7号住居址,つ いで12号,13号住

居址が並んでいる。北1.5～ 2π に土城 8号 。9号 。10号がある。南北径5.8π ,東西径6.lπ の円形プラ

ン, ローム層に20～ 30"掘 りこむ竪穴住居址である。床面は堅 く,主柱穴 6こ とみる。炉址 は中央 より

北によってあ り,径 1.6π の円形,床面 より40∽の掘 りこみで炉石の はず された痕跡 をみる。南半分に

柱穴を間に した周溝があ り,南周溝に沿ってMl,こ れより東15の にM2,厖 1よ り北30切 にM3の 埋

甕が検出された。 (図 13・ 34)Mlは 底抜 き,M2は 胴下部の底有,M3は 胴部のみの底無である。

遺物 土器・石器があ り,石器の出土量は多い。

土器 (図 34・ 35)図 34は Ml～ 3の埋甕, 1は 回縁部 を欠 くが現存高さ52∽,最大径43∽ を測 る大

形の深鉢で,全面に唐草文 と楕円の区画文が施 され, その内部 を斜行沈線文,羽状文,交互刺突文で飾

る。 2は 胴下部のみで縦の条線が全面に付 く。 3は 内部 は縦の沈線で埋める円の区画文 をはさんで上下

に羽状文で飾 る長楕円区画文が施 されている。

床面 と覆土下層の土器 (図 35)に は,頸部の くびれの少な く,口 縁部の湾曲の小 さなキャリバー形 を

なす深鉢 を主体 とし,無頸深鉢・浅鉢・台付土器 。吊手土器がある。

キャリバー形 をなす深鉢の文様は口縁部 に隆帯, または沈線による渦巻文, ワラビ状文 をはさんで区

画文 をもち,胴部 を綾杉文で埋めるのが一般的 とみ られる。 9は大い隆帯 を施 し,葉脈状の沈線で飾 る

本遺跡では類例のない土器である。 6は 1こ の頂部 をもち, この部分のみは波状 口縁 となっている。無

文に 4 ・ 5が あ り, 8は 口縁部は無文, 頸音6に 隆帯 をめ ぐらし, それに円形の刺突文がなら』{。  1の 無

頸深鉢は粘土紐の組状に組んだものを縦には りつけ。 これをはさんで長方区画文がつ き,内部 を圧痕列

で飾 り,胴部 に懸垂文 を施 し,細 い条線で埋めている。 2の 浅鉢は無文,台付土器14は ,隆帯 を 1条め

ぐらす台部である。15は 吊手土器の吊手部で, S字文,千鳥状圧痕列で飾 るものである。

本址の土器には諏訪地方の曽利 Hの新 しいスタイルを含むもの もみ られるが,曽利Ⅲ式に比定 される

ものである。

石器 (図 45。 46・ 47)打 石斧,磨石斧,横刃形石器,敲打器,石錘,磨石,石皿がある。打石斧

(図 45・ 46の 1～ 3)は 完形品48こ あ り,図 45の 1～ 19は硬砂岩,20～ 45は 緑泥片岩,図 46の 1は 黒雲

母 ホルンフェルス, 2は 薫青 ホルンフェルス, 3は 粘板岩質で, 1・ 2の 石材 を使用 した例 は稀である

硬砂岩製は最大長 さ13.2∽ ,重量1257,最小の長 さ8.1い で429,平 均重量837を 量 る。緑泥片岩製の

最大は12.4●・73,2269, 最′jヽ 1ま 6.9-θD 30夕 , 平均重量69夕 を量 り, 平均重量以
~Fは
27こ 中18こ を占め′Jヽ

形の ものが多い。

磨石斧には図46の 4-12が あり,′ lヽ形に 4・ 5が あり, 4は 緑泥片岩の完形品, 5は 刃部 を欠 くホ占板

岩製。他は大形で, 6は 緑泥片岩製の完形品で重量1322夕 と大 きい。 7・ 8。 12は 基部 を欠 き, 9～

11は 刃部 を欠 く。12は 緑泥片岩製で他は輝緑岩,い ずれ も側面は敲打成形が施 され, 9は 乳棒状石斧で

ある。横刃形石器は図46の 14～ 24の Hこ があ り,14～ 19は硬砂岩製,20～ 24は 緑泥片岩である。敲打器

には図46の 12,図 47の 1～ 5の 6こ があり, 5は 扁平の三角形の川原石の頂部 になる面 を使用 している

特殊な形状 をなす ものがある。磨石に図47の 6～ 8が あり,花自岩の川原石 を利用 している。石皿には

図47の 11・ 12が ある。

!2号住居 tL

遺構 (図 10)調 査区 Iの 南端 に13号住居址 があ り,

号住居址 が並 ぶ。径 南北 5.56れ ,東西 5.3π の円形 プラ

ー 22-

(片 桐 )

その北20"に 本址があって, さらに北26切 に 7

ン, ローム層に20"掘 りこむ竪穴住居址 である。



床面は堅 く,主柱穴 6こ が整 った配置にある。炉址 は中央 より北に寄 ってあ り,径 1.5mの 円形,深 さ床

1白 iよ り40m掘 りこまれ,炉石のはずされた痕跡 を明 らかに残 している。

遺物  土器,石器がある。土器 (図 36)深鉢形で把手の付 くものが多 く, また大形土器 もある。把手

をもつ土器に 1・ 3・ 4・ 9。 10があ り, 1・ 4は 4こ の, 3は 2こ の把手がつ く。 1・ 9。 10は 獣 ili

状に渦巻文, ワラビ手文 によって構成され, 1は 把手 との間に 2こ の刺突文で飾 られる区画文が付 き,

胴部は紐文 を地文に懸垂文が施 されている。 4は 把手 を押引の列点文で飾 りぢ把手間 を 2本の沈線が口

縁部 をめ ぐる。頸部 を隆帯がめ ぐり,そ の中を円の押圧文がならび,つ いで胴上部に波状文がめ ぐらさ

″している。 3(の両耳のオ巴手は S`姜状文が, 口4事音卜には

'局

巻文が付 き, オ巴手か らう電→「るラたきな

'局

文 は懸垂

文 となって胴部 を下がる。 2の 大形土器は口径 33.5い ,最大径 38∽ を測 り, 口縁上部は爪形文,渦巻文 ,

区画文 と連弧文で飾 り,頸部に 2条 の波状文がめ ぐり,地紋に縦の条線文が施 されている。 5。 7・ 8

は同系列の土器で東海地方 との関連の深い土器である。 6も 大形土器で頸部に横位のワラビ手文が, こ

れより粘土紐の貼布 による懸垂文が胴部 に下が り,地文に条線文が施 される。 11・ 12も この系統の上器

とみたい。本址の土器は諏訪地方の曽利 H式 に比定 されるもの とみたい。

ミニチュア土器 (図 43の 1)台 付土器の ミニチュアが 1こ 検出されている。

石器  図は費用の関係で石ヒを除いて略 さざるを得 なかった。打石斧,磨石斧,横刃形石器,石ヒ,

石錘がある。打石斧完形品26こ (硬砂岩 12,緑泥片岩 13,変 成岩 1)が あり,最大は長 さ12.7●73,125タ

最小長 さ6.5∽ ,349。 長 さ10の前後が大部分で平均重量697,磨 石粋 は変輝緑岩製の刃部 を欠 くが 1こ ,

横刃形石器 (硬砂岩 5,閃 緑岩 1)6こ がある。石ヒ (図 43の 14)1こ があ り,硬砂岩製,409の 縦形

である。石錘 2こ が検出 され,重 量55夕 の小形の ものである。 (今村 )

13号住居址

遣構 (図 10)調 査区 Iの両端 に発見され,北 20∽ に12号住居址,そ の北に 7号住居址が直線上 に並

ぶ。南北5.4π ,東西5.7π の円形プラン。 ローム層に西側で20∽,東で37"ロ ーム層に掘 りこむ竪穴住

居址である。床面は堅 く,主柱穴 6こ が整 った配置にあ り,炉址 は中央 より北に寄 ってあ り,105× 125

"の長方形,深 さ床面 より40mの 掘 りこみで,北 と東側に炉石 を残す。東側テラス上 に150× 60いの長方

形,深 さ12"の掘 りこみが柱穴 を間にお く位置に掘 りこまれてお り,出 入口ともみる形状の ものである。

遣物 土器,石器,土製品がある。

土器 (図 37) キャリバー形の深鉢 を主体に し,無頸甕,台付土器があ り,諏訪地方の曽利Ⅲ式に比

定 される土器である。深鉢形の文様構成は大部分が口縁部 に楕円区画文,頸部から胴下部 にかけて,沈

線 または懸垂文 を下げ (1～ 3・ 6～ 9。 11)こ の間 を 1以外は 2が縄文,他は綾杉文で埋め,区画文

内を 2が刺突文で他 は沈線で埋めている。 4は 波状 口縁 をな し, 日縁部はワラピ手文 と区画文,頸部 を

1条の箆器具 による刺突文がめ ぐり,胴部 に大い沈線 と細い懸垂文が地文の縄文 を切 って下がる。 10・

11は無頸甕 とみられ,10は 大 きなワラビ状の区画文 を内部 を羽状文,刺突文で飾 り,11は箆器具 による

刺突文 によるワラピ手文 とそれより下がる大い沈線が縄文の地文 を切 るものである。

5の 台付土器は高 さ16.1∽,脚部の短かいま不形 ともみ られる土器である。内部 を組文で埋め る渦巻状

と楕円の区画文が器の全面 を飾 り,脚部 は 3孔 を有 し,無文 である。

土器製品には図43の 8の耳栓がある。

石器 大部分の石器の図は略さざるを得 なかった。打石斧,磨石斧,横刃形石器,磨石,敲打器,石

鏃がある。打石斧の完形25こ (硬砂岩9,緑泥片岩16)があり,最大ぎ長さ12.5∽,重量1287, 最小長

さ7.5",40夕 。8～ 9いの長 さをもつ ものが15こ あ り,平均重量70′ で,ず ん ぐりした形の ものが多い。
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磨 7i斧 に刃部 を欠 く大形が 2こ と,図 43の 15の 小形の完形 品がある。 いずれ も変輝緑岩製 である。横 刃

形石器 に硬砂岩製の 5こ ,磨石 1と 小形敲打器 が各 1こ あ り,図 43の 10の 黒曜石製の石夕族が 1こ 検出 さ

れてい る。

14号住居址

遣構 (図 H)南 40mに 1号住居址,北には17号住居址が接 しあい,東側は 2号住居址 によって僅か

に壁が切 られている。径 6π の円形プラン,40"の 深 さにローム層に掘 りこまれる竪穴住居址 である。

床面は堅 く,主柱穴 6こ が整 った配置にある。炉址は中央 より北東に寄 ってあ り,径 1.30∽の円形 をな

し,床面 より40∽の掘 りこみで,炉石がはずされた痕跡 を残す。

遺物 土器,石器がある。

土器 (図 38)諏 訪地方の曽利 H式の新 しい要素 を含み,曽利Ⅲ式に比定 されるもの を主体 とする。

キャリバー形 をなす深鉢 (1～ 6)が主で,無頸の深鉢 (7・ 10),台付土器 (8・ 9)が ある。文様

構成は頸部 に箆状具 による押引刺突文 をめ ぐらし結節縄文 を施すが共通的にみ られ, 日縁部が無文,胴

部 を長楕円区画文 で飾 る 1・ 2。 口縁部 をワラビ手状文による楕円区画文で飾 る 3・ 4の 深鉢 と, 8・

9の 台付土器があ り, 3・ 4は 胴部 を地文の縄文 を縦の大い沈線が切 り, 809は 胴部に長楕円 。方形

の区画文 を施 し,台 には 3こ の飾窓が付 く。 8は 完形で高さ25∽,日 径 22.5∽ ,波状 口縁 をな している。

5に はオ巴手が付 き, 回唇音Fに 渦巻文が施 され, これから大い隆帯が
~下
が り, これをはさんで内音卜を沈線

で埋め る区画文が, 7は 口縁部に楕円区画文が,10は 深鉢か,浅鉢か不明であるが区画文がめ ぐってい

る。

石器 (図 50)打 石斧・横刃形石器 。敲打器・石錘 。凹石がある。打石斧に完形の 1～ 20が あ り,材

質は 3～ 14が硬砂岩, 1・ 2・ 15～ 17が緑泥片岩,19・ 20がチャー ト。最大は長 さ13.7-,重 量 177夕 ,

最短は7.6",最軽量は149があり,平均重量669。 長 さ8～ 10の前後が大部分で, また巾の最大 5の ,

最小2.5如があるが,大部分は4∽内外が占めている。横刃形石器に21～ 25が あ り,21が緑泥片岩,他は

硬砂岩製である。敲打器に29-29の 3こ ,石錘は30の 1こ で緑泥片岩製,凹石26は 花同岩製, 1面のみ

に 2こ の凹 をもつ ものである。

(松村全二 )

17号住居址

遺構 (図 11)14号 住居址の北に隣接 し、南東30の に 2号住居址があ り,西側の 1部 は16号住居 llLに

よって切 られている。径5.lπ の円形プラン,ロ ーム層に深さ30m掘 りこまれる竪穴住居址 である。床面

は堅 く,柱穴は 7こ 発見されているが,主柱穴は酉己置か らみて 5こ , または 6こ とみ られる。東壁ιこ沿

って105× 65伽 ,深 さ50"の 土城状の掘 りこみがあ り,貯蔵穴 ともみ られる。炉址 は中央 より北にかた寄

ってあ り, 径90-深 さ19∽の整 った円形 をな し, 北 I則 に 2こ の石が置かれ, 炉石のはずされた痕跡は認

め られない。

遺物 土器・土製品 。石器がある。

土器 (図 39・ 40)深 鉢,浅鉢,吊手土器があ り,深鉢は口縁部が大 きく弧 を描 くキャリバー形が主

体 をな し,文様構成は縄文 または条線 を地文 に,回 縁部は圧痕列, ワラビ手状文,連弧文 による区画文

で飾 り,頸部,胴部 に波状文,平行連弧文 を施す。 1は 細かい縄文 を地文 に 4こ の頂部 をもつ波状口縁

をなし, 8等分する位置に円文 と, これから下がる列点文 をはさんで櫛状の区画文が, この下 を大 きな

波状文がめ ぐる。頸部に 3条 の波状文,胴上部に 1条の波線,胴中部 を 2条の山形 をなす沈線文がめ ぐ

る。 2は 口縁部 を押引刺突文によるワラビ手文 と連弧文 による櫛状の区画文がつ き問隙 を放射状の条線

-26-



で飾 り,頸部 を 7条 の大 きな波状文がめ ぐり,胴部は条線で埋めている。 6は 区画文内を刺突文で,頸

部 を連弧文がめ ぐり,胴部 を細い蛇行沈線で埋める。 7・ 10に は貼布する隆帯文が付 き,18は葉脈状の

沈線 と懸垂文 で回縁部 を飾 り,15は 胴部の縄文の地文 に細い懸垂文が施 される。 日縁帯 をもち,縄文の

みの施文 に 4・ 5がある。

把手の付 く土器に 3・ 8が あり, 3は 回径 34物の大形深鉢で, 4こ の頂部 をもつ波状 口縁 をな し, こ

の頂部 をもつ ところに渦巻文 と押引刺突文で飾 る把手が, 8は 甕形土器 とみ られ,両耳 をなす把手は渦

巻文 と刺突文で獣面状 をな し, 3・ 8と もに頸部 を末端が流水文風 をなす連弧文が付 き,胴部 に縦の条

線が施 されている。底部に木葉文がつ くのに16がある。

吊手土器14は , 口径 12.7"の 小型, 日縁部 に隆帯による渦巻文 と押引刺突文が施 され,把手は沈線文

で飾 られる。23は 浅鉢, 日縁部の一部 は波状 をな し,吊手土器の把手の とれたのを浅鉢 としたともみ ら

れる。 2列 に乳房状の凸起がめ ぐる類例の少ない土器である。 17号址 の土器は,東海地方 との関連の深

いもので,咲畑式の土器があり,諏訪地方の曽利 H式 に比定 される。

土製品に図43の 5の 土 f呂の手の部分がある。

石器 (図 51)打 石斧・磨石斧・横刃形石器・石ヒがある。打石斧の完形 17こ があ り, 1-9。 17は

硬砂岩,10～ 16は 緑泥片岩,17は 覆土出土で一見弥生時代の石鍬ともみ られ,基部の一部 を欠 くが重量

360夕 の大形の ものである。 これを除 くと最大長 さ13続,145,。 最′lヽ長 さ 9の,369であるが,長 さは

10m前 後が大部分 を占め,平均重量78夕 である。磨石斧 25。 26が あり,側面 を敲打成形による乳棒状石

斧で刃部 を欠 く。25は 輝緑岩,26は 緑泥片岩製で,表面に砥石に使用 されたとみる磨痕 がある。24は 大

形の粗製石ヒで重量1759,硬砂岩製である。

18号住居址

遺構 (図 12) 1号 住居址の西9.5π にあり,北 に接 して柱列址 Iがある。径南北5.2π ,東西 5.5π

の円形プランをな し,北 と西では20の,南 と東側 で30物の深さにローム層に掘 りこむ竪穴住居址 である。

床而はあまり堅 くな く,主柱穴 6こ が整 った配置にある。炉址 は中央 より西に寄 ってあ り,西側には炉

石 2こ が残り,他ははずされた痕跡がみられる。150× 120"の楕円形,床面より30"の 掘りこみである。

炉址の南80∽,南壁より北90"に 埋甕があり,底無し,逆位に (図 13)埋められていた。

遣物  土器,土製品,石器があ り,そ の量は比較的少なかった。

土器 (図 41の 1～ 4) 1は 埋甕で, 日径 31∽,胴最大径 39のの大形の甕である。口縁部 よリーつは

凸起 をもち,他は平縁 となるプ リッヂ状の把手が対に付 き, ワラビ手文 と渦巻文で飾 られる。胴部 を把

手からのびる隆帯による大 きな渦巻文 を 4こ 配 し, これより 1条の隆帯が底部へ と下が り, この間隙 を

沈線文で埋めている。 2は 口径 14.5の ,高 さ17.9のの小形深鉢で, くの字状 に外反する口縁部は無文 ,

頸部に押圧文がめ ぐり,胴部は対 となる大 きな渦文が 2対 よりなる懸垂文で飾 られ,そ の間隙 を沈線文で

埋める。 1と 近似の文様構成 をなす。 3・ 4は キャリバー形の深鉢で,隆帯による渦巻文 と区画文が口

縁部に付 き,地文の縄文 を 3は ,縦の沈線が区切 っている。諏訪地方の曽利 H式 に比定 される土器群 と

みられる。

土製品に図43の 3の土偶脚部がある。

石器 図は費用の関係で略さざるを得 なかったが,打石斧,磨石斧,横刃形石器,石錘がある。打石

斧 11こ (硬砂岩 4,緑泥片岩 7)の 完形品があり,最大は長 さ12∽ ,1259,最 小は長 さ8.5", 最軽量
507で 10の以下が 8こ ,平均重量789で ある。磨石斧は 1こ ,刃 部 を欠 く。側面敲打で,断面は扁平 と

なり,巾 7.3のの大形の輝緑岩製。横刃形石器 3こ ,硬砂岩,緑泥片岩,花同岩の各 1で花商岩製は類″J
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が少ない。石錘は 1こ ,重量75,硬砂岩製である。

2!号住居址 (図 3)

18号 住居址の西 15π にあ り,東 1.5π に23号住居址,南 4π に22号住居址が発見されている。第 1号道

路 (図 2参照 )の 側溝 をブル トーザーで掘 り割 つた際に発見され,盛土のため調査 は一部 に終 ったもの

で,東壁の一部 と床面・円形プランとなるを確かめたにす ぎない。

遺物には,図 41の 6・ 7の土器 と図50の 3の 石皿があ り,床面 よりの出土である。土器 は小破片で,

縄文 を地文に し, 6は 口辺部 を 1条の沈線がめ ぐり,押引きの刻みが付 き,強 く内湾するキャリバー形

の深鉢 とみ られ,諏訪地方の曽利 H式 に比定 されるもの ともみ られる。

B

―

0        2m

◎
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24号住居址

4号住居址の東 12π にあ り,現場調査終了後工事中に土器出土の通知で調査 したものである。埋甕 2

こがあり,南側壁 と,床面 を検出 し,円形プランとなる住居址の存在 を確認 したもので (図 3),埋 褻

2は すでに掘 り出されていた。正位の底無で, 1と 並 んでいた。 1は正位で底穿孔 (図 13), 口縁部の

1部が lA3音5に はいりこんでいた。 1は 口径 41.7の ,高 さ56.2∽ , 2は 口径43.7-と , ともに大形の深鉢

である。 1・ 2と もに肥厚する日辺帯 をもち,胴音5は `』、くれて,頸部で僅かに くびれ,外反する口縁部

は一旦内湾 して, さらに外反する 2段の回縁部 をなしている。 口縁上部は無文, 1は 口縁下部 を 1条の

波線波状文がめ ぐり,そ の下に大い隆帯によるワラビ状文による櫛形の区画文が,胴部は末端が渦文 と

なる連弧文による櫛形区画文が付 き,縦の条線 を地文 に し,蛇行沈線文が下が り,底部は穿 口されてい

る。 2は 口縁下部 に沈線のワラビ状文 と連弧文 による櫛形区画文が付 き,頸部に 2条の波状文,胴部に

4条 の山形 をなす連弧文がめ ぐり,地文 に縦の条線が施 され る。 これ らは東海系 との関連の深い土器 と

み られ,当地方での類例 は稀であり,諏訪地方の曽利 H式 に比定 されるものである。

11号住居址埋荻

18号住居址埋褻

カ

図13 前の原遺跡 。埋甕出土断面図

イ.古墳時代住居址

6号住居址

遺構 (図 14) 1号 住居址の東6.5π ,西は10号住居址の東 4分の 1を切 り,北 5.5π に 9号住居址が

ある。7.lπ ×8.2π の隅丸長方形 をな し, ローム層に40"掘 りこむ竪穴住居址である。床面は堅 く,主

柱穴 4こ が整 った配置にある。カマ ドは北西壁の中央につ き,大 きな平 らな川原石 を立てて並べ る石組

粘土カマ ドである。火床 に細長い石 を立て支脚 としてお り,内部 には焼土が多い。天丼部 は崩れ,天丼

石 はカマ ドの前に落 されており,石からみて紐文期の炉石 を利用 したもの とみられる。煙道は残存 し,

煙抜穴は30"の径 をもち,内部 は暗褐色土がつまる。カマ ドの両側に浅い掘 りこみがあ り,貯蔵穴 とみ ら

れ,そ の西側 より特に多 く遺物の出土 をみている。カマ ドを中心に壁に沿って巾20∽,深 さ15m前後の

整 った形状の周溝がめ ぐっている。南壁に沿った中央 よりやや西に寄 って120"× 95伽の長方形深 さ68

∽の貯蔵穴があり,,そ の内部 よりの遺物は皆無であった。 この貯蔵穴の北側に茅 とみる植物の炭化物

4号住居址埋褻

0

24号住居址埋褻

50 Cm
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が lm'位の範囲に床面に密着 して発見された。南東の覆土,住居址の約 4分の 1の 範囲に焼土が20m余

の厚 さに堆積 してお り, その下層は浅い黒土層 となって床面 となる。焼土の性格は把握できなかったが

下層の黒土か ら床面の上の水ぶるいによって石製模造品の自玉 10こ を検出 した。

遺物  土師器が大部分 を占め,須恵器 1片 と石製模造品の自玉がある。

土師器 (図 53,54の 18～ 25)壺 ,甕,甑 ,鉢,椀,ま不,高ナ不がある。

壺形土器 (図53の 4)は 口径 11.6の,高 さ22.9∽ ,最大径 は胴中部 にあって20.3∽ ,胴部 は球状 をな

し,回 縁部はやや外反する立ちあが りをみせ, さらに くの字状 に内湾する袋状 口縁 をなす。器面 は刷毛

0              21

カマ ド断而図 o          50cm

土

土

土

ム一

焼

黒

粘

ロ
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図14 前の原 6号住居址



と箆 によってていねいに整形 され,胎土,焼成良好で赤褐色 を呈する。器内面は胴部の口縁部の接合部
に一稜 を画するが, 滑 らかに整形 されている。広 口′lヽ形壺 8は , 高 さ7.4続,最大径 は口径 にあって10

",手 づ くね土器で,器面に指圧痕 を残 し,口 縁部は刷毛整形,丸底で胴中央部が」、くらみ,頸部 は じ
まって口縁部は強 く外反する。胴部 と頸部の接合部は器面には箆の圧痕があ り,器内面では一稜 を画 し,
日縁部は横なで胴部は箆整形が施 される。胎土は良好で暗褐色 を呈す。

褻形土器,図 53の 1・ 2・ 5～ 7・ 9。 10があ り, 1・ 2・ 507は 中形か ら大形で頸部 は強 くくの

字状に折れ,日 縁部は大 きく外反する。最大径 は胴中央部にあ り。 2は やや胴長 となる大形褻 で回径

16.5∽,最大径 24.5∽ , 1・ 5は 胴部は球形 となる。器面は 1は櫛状具 をあてて引き, 5は 回辺部のみ

にそれがみ られ, 2は 刷毛整形, 5。 7は横 なで,い ずれ も平滑に仕上げられ,器内面は口縁部 は刷毛

胴部 を箆整形, 7は 刷毛整形である。 6・ 9・ 10は 小形甕で, 6は 口径 13.7",底径6.1",高 さ12"

胴最大径 14∽,櫛箆整形で底部は荒い箆削 りとな り,中央に凹みをもつ。10は 口径 11.8",高 さ10",

胴最大径 12∽,手つ くねによるもので指圧痕 を残 し,刷毛整形が施 される。 9は 口径 10.4":胴最大径

10.1∽ と胴が小 さくなり,内面黒色である。小形甕 1ま 口径 に比 し器高が小さくなる。

曽瓦形土器12は 大形単孔,底部か ら胴部は丸味 をもち砲弾形 をなす。日径24.7",高 さ26.3",最 大径

は胴」ヒ音5に あって26。 7∽,把手は口縁上端 より7.lmに 付いていたが欠損 してい る。鉢形土器に 3があ

り,日 径 18∽,頸部が僅かに くびれ,口 縁部は外反する。胴最大径は肩部 にあって16.5",器面は箆磨

き,内面は平滑,淡褐色 を呈す。椀形土器13は 回径 17.5∽,やや内傾する素縁口縁 をなし,内 外面 とも

箆磨 きのていねいな仕上げで胎土,焼成 ともに良好。暗褐色 を呈す。11の 底部は鉢形 ともみ られるが ,

器形不明,内底部 に花弁状の箆削 り痕がみ られる。

不形土器 (図 54の 18～ 25) いずれも扁平 な丸底 をなし,18-22は 内斜口辺 をな し,日 径 14。 2"～

15.5∽ ,高 さ3.2∽ ～4.5∽,内傾 した立上1り 口辺の23・ 24は 口径 12.7m,13続 ,高 さ3.7続,4.2∽ ,前

者に比 し′lヽ形 となる。25は 外反する口辺 をなし, 日径 15.3の,高 さ5.5∽ と大形になる。底部 は箆 削 り

整形であるが,他の部分は箆磨 き,横 なでによるていねいな仕上が りをな し,胎土,焼成は精良であり,

器内面には暗文が施 され,20,22,25は 内面黒色である。

高ナド形土器 (図 53の 14～ 17)ナト部は脚部の接着部か ら大 きく外反 し,ナト下部に僅かな稜 をもち,不

胴部 は直線的に外開 し,体部がそのまま口辺部 を作 る。脚部 は上半部 は下半部 に向かって漸次開 き,裾

部で大 きく開 く。 16・ 17は その開 きは大 きく,16は 脚端 でゆるく弧 を描いて外向 し,17は 内面に稜 をも

って直線的に開 き,14は 脚端部が内湾する。14は 高さ12.8∽ ,口 径 16",ナト部 は内面に暗文が付 され,

器面は櫛状具 による整形が,脚部は箆磨 きでていねいに仕上げられ,内面は箆削 り,裾部 は刷毛整形が

施 され,ナト部 と脚部の接合痕 は箆 で削 られ痕跡 をとどめない。15の ま不部 は回辺部が刷毛整形が施 され,

内外面 に暗文が付 く。 14・ 15と もに胎土,焼成精良で黄赤色 を呈す。17の 脚部器面はよく研磨 され裾部

に暗文が付 く。16は 胎土,焼成の良 くないやや粗雑 なものである。

須恵器 (図 54の 26)腺 片とみる口縁部の 1点 の出土である。細かい波状文 をもち,胎土,焼成精良
なもので第 2様式 とみ られる。                               ・

石製模造品 (図 61の 1～ 10)自 玉 10こ が焼土堆積の下層にある黒土層か ら床面への土の水ぶるいに

よって検出されたもので,そ の出土状態は不明である。自玉の形状 には中央部 にお、くらみをもつ精巧 な

作 りの 1・ 2と ,管玉 を切断 したように円筒状の 3～ 10があ り, これ らにはやや粗雑 な作 りで斜めに切

断された 7～ 10が ある。 2は赤味 をもち, 1は やや黒味 をもち,硬い石質であるが他は軟質の石材であ

る。
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A           3

3号墳用濠脚i面
1 黒褐色土 (木炭 を含む )
2 1キ 褐色土 (礫 と木炭 )

3 褐色Jl(木 炭を含む )
4 賞褐色Jl(本 炭を含む )
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図 18 前の原 5号・ 8号住居址 ,土城 1・ 3・ 4-7号,前 の原 3号墳周濠
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8号住居址

遺構 (図 18) 9号 住居址の東3.5π にあ り,東側 3分の 2以上 は前の原 3号墳の周溝 に よって切 ら
れている。南北 6π の隅丸方形 をなす とみ られ, ローム層に15-20"掘 りこむ竪穴住居址 である。柱穴
が西側に 3こ と,土拡状の浅い ピッ トが検出されている以外は不明である。

遺物 (図 55)土 師器のみで,前の原 3・号墳周溝 トレンチ調査の際に発見された住居址で,用 溝の外
側にローム層の盛土があり,最初は住居址の存在が確認できなかったもので, このため周溝内の遺物 も

混入されていると思われる。図55の 12～ 15は その調査時の もので本址の もの と断定できないもの もある。

器形には,褻,鉢,ナ不,高ナ不がぁる。

襲形土器に 1～ 4と 小形甕 12・ 13がある。頸部 は強 くくの字状に折れ,日 縁部は大 きく外反する。 1

～ 4は最大径が胴中央部 にあり, 2は 口径 20.5∽ ,胴最大径 23.5∽ ,器高の低い,やや扁円状の胴部 を

なす器形である。 1・ 2は 胎土,焼成は精良で黄赤色 を呈 し, 3は 胎土に小粒の石英粒 を含むが焼成は

堅 く,灰褐色 を呈する。 4は 口辺部 は中膨 らみで僅かな稜 をもち,外反する。口縁部は刷毛,他は内外

面 とも横 なで整形,内面に輪積痕 を残す。小形褻 12・ 13は最大径が回縁部 にあり,胴最大径は日縁部 よ

り小さ くなる。 ともに器肌は荒れ,焼成は良 くない。

鉢形土器  5は 大形, 日径 32∽,高 さ17.2如 ,最大径は日縁にあ り,短か く強 く外反する日辺部 をも
ち,張 りをもつ肩部から緩い弧 を描いて底音5に至 る。底径6.6のの′卜さな底部 をな し,上げ底 となる。
器而は平滑,内面は櫛箆整形が施 され,黄赤色 を呈す。 6は 回径 20.1の ,高 さ10∽ .底径8.2の で上 げ
底 となる。底部からやや内側に弧 を描 きながら開 き,胴下部か らは直線的に外開 して口辺部 に至 って僅
かに外反する。器面内外面 とも刷毛整形が施 され,胎土は石英粒 を含み焼成は堅 く,赤褐色 をなすが,

器面は部分的に黒色 を呈する。

1不形土器  7-11・ 14があ り,い ずれ も扁平 な丸底 をなし, 7・ 8は 椀形 ともいえる。素縁日辺の口

辺部が内湾するものに 8。 11,胴部か ら口縁音卜が直線的に外開する 7・ 10,短 かい口辺部が くの字状 に

外反する 9。 14があ り,い ずれ も内斜する口辺 をなす。日径 13.7∽ ～14.7∽,器高最 も浅い10は 3.4如

最 も深い7が4.9∽,器面の大部分は口縁部が刷毛整形,他は横 なでのていねいな仕上が りをみせ,内面
に暗文が付 く8～ 10,内面黒色に10・ 14があ り, 8は 底部に指圧痕がみ られ,胎土は石英粒の混入がみ

られるが他は胎土,焼成の良いものである。

高ナト形土器15は 脚 とナドの一部で,ナ不蔀 は脚の接合部から大 きく外反をな し,脚上半部は下半部 に向っ

て漸次開 き,裾部は大 きく開 くもの とみ られる。器而は接合部 を櫛状器具で押 した痕 をもち,刷毛整形

が施 され,ナド内面には暗文が付 く。脚内部は櫛箆 による整形がなされ,接合部の挿入のホゾは粘土 を貼

布 してその痕跡 を埋めている。

9号住居址

遺構 (図 15) 6号 住居址の北5.5π .8号 住居址の西3.5π にあ り,5.2π ×5.3π の隅丸方形, ロー
ム層に60の と深 く掘 りこむ竪穴住居址である。床而は堅 く,主柱穴 4こ が整 った配置にあ り,東壁に沿
った南寄 りに95の ×60の,深 さ75物の貯蔵穴が掘 りこまれ,西壁中央にカマ ドがつ く。 これを中′己ヽに し
て巾15∽,深 さ10∽前後の周溝 が壁 に沿 ってめ ぐる。 カマ ドは大 きな扁平の川原石 を入れてはあるが

粘土カマ ドで,火床に石 を立てて支脚 としている。内部 には焼土が多 く,天丼部は崩れ天丼石はない。
煙道は残存 し,灰 を含む暗褐色上がつ まる。 カマ ドの両側に径60のの円形,63∽,81物の深さをもつ 1崎 =

蔵穴が壁 を掘 りこんで作 られている。遺物はカマ ドの両側 と前面にみ られ,石製模造石の勾fEが東隅床
而 より発見されている。
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遺物 土師器 とイf製造品がある。土師器 (図 56)に は,広 口小形壺,甕,甑 ,椀,ま不,高ま不がぁる。

広口小形壺 1は ,小形甕 ともいえよう。口径 12.2の,高 さ9.5∽,胴最大径は中位 にあ って 12.4∽,胴

部は扁円状 をなし,底部は九底 となる。頸部 より内屈 して強 く外反する日辺部がつ く。器面は暗黒色 ,

内面は黄褐色を呈 し,胎土には長石粒 を僅かに含む。

褻形土器 2は 口径 13.4∽,頸部 は くの字状に内屈 し,外開する口辺部は中膨みで僅かに稜 をもって外

反する。胎土は石英粒 を含み,焼成は堅 く褐色を呈す。刷毛整形,内面は横 なで,輪積痕 を残す。

甑形土器 3は 口径21.7∽ ,瘤耳把手付大形, 口辺部 はほぼ垂直に立 ち上が り,砲弾形 をなす器形 とみ

らオしる。 口辺音6よ り8-さ がって上向 きのオ巴手がつけられる。 最大径 は回辺部 にあって 22-, 器内外

面 とも刷毛 目理彗形が施 される。

椀形土器に 4・ 5がある。 4は高さ5.8の回径 11.1のの小形椀,最大径は肩部 にあ り,内傾する素縁

口辺 をなし,上げ底である。器内外面 とも刷毛 目整形,胎土は砂質粘土で,淡黄褐色を呈す。 5は 口径

16.4∽,高 さ7.7の,肩部 に最大径 をもち,丸底,口 辺部 は強 く外反 し,内斜 口辺 をなし,内面 に稜 を

もつ。内外面 とも平滑,胎土に石英粒 を僅か含 み,焼成は良 く黄赤色を呈す。

図 15 前の原 9号住居址
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ナ不形土器に 6～ 10があり,いずれも底部 は丸底。内斜 口辺 をな し,口 辺部が内傾する 7・ 8,内湾する

口縁部 は端部で僅か外反する6,大 きく外反する 9,直立に近い10がある。器面は刷毛, または横 なで

整形,内面に暗文が付 く6・ 7があり, 7は 丹彩 ともみ られる赤色 を, 6は 淡赤褐色 を呈 し, ともにて

いねいな仕上が りである。 9・ 10は 胎土に大粒の石英粒 を含み焼成は堅 く,暗黒色を呈す。 8は 胎土は

良いが仕上が りはやや粗雑,黄褐色 を呈す る。

高杯形土器  11・ 12の 脚部がある。脚下半部 に明瞭な段が付 き内面に稜 をもつ。底径11は 17.1∽,12

は14.8の で,11は 大形高ナドとみ られる。 ともに器面に下半部の段 を作 る部分に櫛箆 による押えがみ られ

上半部 を縦の櫛箆,下半部は横 なでのていねいな整形が施 され,内面は,Hは 櫛箆 による整形が上半部

か ら下半部にみられ,裾部は横なでとなる。12は _上半部 は箆削 り,下半音6は横 なでとなるが器肌はやや

荒い。 ともに杯部 と脚部の接合部は整形のため接合痕 を残 さない。胎土には石英粒 を含み,焼成は堅 く

赤褐色 を呈 している。

石製模造品 (図 61の 11)勾 玉の模造品 1こ が住居址の東隅の床面 より検出され,床 面に接する土 を

水ぶるい したが, 他 に検出されたものはなかった。

完形品で扁平板状 を呈 し,両側面,背腹 とも擦痕が残 り,祗石により研磨 され,精巧 な作 りである。

孔は一方穿孔 とみ られる。

16号住居址

遺構 (図 16)14号 住居址が東30の にあ り,17号住居址の西側の 1部 を切 り,西 3π に柱列址 Iが並

び,15号住居址が本址の南西側の 4分の 1の上層にかかって構築 されていた。4.4π ×4.25π の隅 丸方

形,南壁高さ25m,北壁45の ローム層に掘 りこむ竪穴住居址である。床面は堅 く,主柱穴は配置からみ

て 4こ とみるが南東隅のは灰溜 と一緒になってお り不明。カマ ドは南壁の南東隅近 くに付 き,こ の東側

壁 に接 して灰溜が掘 りこまれ, この内部 より完形の壺の出土 をみている。カマ ドは粘土カマ ドで火床 に

礫の支脚が立たり,焼土 を全面にもつ。天丼部 は崩れ,天丼石はない。カマ ドを中心に して壁に沿って

整 った形状の周溝がめ ぐる。南北の中心線 よりやや東によった中央部 に径 50∽,深 さH"の 円形の掘 り

凹みがあ り, その北に平 らな台石が床面に密着 して置かれ, その前後 よリフイゴの破片,小鉄片,鉄鉾

が検出され鍛工 に関連する住居址 と考えられた。遺物′まカマ ド内部,灰溜,南西隅 より多 く出土 をみて

いる。

遺物 (図 57)土 師器,須恵器,フ イゴ片,祗石があ り,そ の他小鉄片,鉄鉾が検出されている。

土師器には壺,甕,椀,杯,高ナトがぁる。

壺形土器に 1・ 2があ り,頸部は強 く内屈 し,日 縁部は くの字状に大 きく外反する。 1は灰溜 よりの

出土で回径 14.7∽,高 さ26のの完形品胴最大径 は中位 にあって23.3",胴部は球状 をな し,底部は上げ

底 となる。器内外面 とも平滑で胎土,焼成は良 く,淡黄褐色 を呈するが,二次的な火力によって器肌が

はぜている。 2は 回径 12.5∽ ,高 さは15.2∽ ,15.7∽ といびつである。胴部最大径 は中位にあって14.3

∽であるが,一方は下部 にお、くらみをもち,胴下部に僅かな稜 をつ くる。底径 4.5いの小 さな底部 をな

し上げ底 となる。胴中央に 1孔の穿孔がなされ,祭器的なもの とみ られる完形品である。胎土,焼成精

良で朱彩 ともみ られる赤色 を呈 し,縦の箆磨 きが施 されている。

甕形土器 3は ,日 径 12.9∽,頸部は強 く内屈 し,日 辺部は大 きく外反する。頸部 には箆 で強 く押圧 し

た痕跡 をもち,内面には指圧痕 を残 し,鋭い稜 をつ くる。口辺部,胴部は箆磨 きで回縁端部 に箆の擦痕

を残す。胎土焼成は良 く,褐色を呈す。

椀形土器 4は底部は丸 く,全体 に半球状 をな し,口 辺部はうす く引き出され外反 し,内面に明瞭な稜
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161JL住 居址カマド断面図
2 ‖色11(灰 ,木 炭を含む )

図 16 前の原 16号住居址

をもつ。 日径 15.5∽ ,高 さ8.7の,内外面 とも箆磨 きのていねいな仕上 が りで,胎 土 は精選 され,器面 は

光沢あ る淡褐 色 を呈す。杯形土器 に 5～ 7が あ り, 5・ 6は 内斜 口辺 をな し, 日縁部 が外反す る。内面

は 6は 暗文 が付 き, 5は 暗黒色 を呈す。 ともに高 さ4.5の, 日径5は 14.4の , 6は 16の,胎 土焼成良 く黄

褐 色 をなす。 7は 内稜 の広 が り口辺 をもつ郎 とみ られ るが,底部の精巧 な作 りか らみて蓋 ともみ られ る

が不明である。

高ナ不8は 口径 17.7続 , 高 さ11∽ , 1不音陶ま浅 く, 脚部接着部 か ら弧 をオ苗いて外反 し, 明瞭 な稜 をもって

口辺部 は大 き く外開す る。脚部上半部 は下方 に向か って僅 かに開 き,裾部 は平 らに大 き く外開す る。内

外面 とも平滑 で,杯部 と脚部 の接合部 は器面 では箆 で押 え, さらに箆磨 きが施 され,内面 は横 なで整形

が施 され,て いねいな仕上 が りである。胎土 は小粒の石英粒 を僅 かに含み,黄赤色 を呈す。

須恵器  9・ 10の 2片 があ り, 9は疎 の 口縁部 で細 かい波状文 が施 され,10は 器形 は不 明,器面 にタ

タキロの上 にカギロがつ き,内面 にタタキロが施 され, ともに胎土焼成精良 な もので第 2様式 とみ られ

る。
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フイゴ 11は フイゴの 1部の原形 をとどめ るものであ り, この他破片数点があ り,小鉄片,鉄 S宰の同

時出土 をみている。

砥石 (図 61の 1)灰 溜の上層 よりの出土で,後に砥石 と判明 したもとである。表面の一面 と側面の

1部が使用 され,表面 を主 としてお り,巾 1.5物の祗溝がその中央 に付けられている。軟質の砂岩製で

ある。

20号住居址

遺構 (図 23・ 17)調 査区 Hの 高見塚古墳調査の第 4ト レンチで発見され (図 23), 9号住居址 より

北45π , 4号住居址 より北33π にあって, この間は末調査 におわっている。南北 7π の辺 をもつ隅丸方

形, ローム層に55∽ と深い掘 りこみをもつ竪穴住居址で,東側 3分の 2は 土盛 と調査期 日,費用の制約

のため調査 を断念 した。床面は堅 く,柱穴 2こ が検出されているが,そ の配置からみて主柱穴は 4こ と

みる。 カマ ドは西壁に中央 よりやや北に寄 って付けられ,粘土カマ ドである。火床は焼土が全面にあり

天丼部 は崩れ,天丼石はない。カマ ドの西側に円形の浅い貯蔵穴があ り,カ マ ドを中心に して壁に沿っ

て周溝がめ ぐらされているとみる。遺物はカマ ドを中心に多 く検出されている。

遺物 (図 58)土 師器のみで,褻,鉢,椀,力
`,高
杯がある。甕形土器 2～ 4は 頸部は内屈 し,日 辺

部 は くの字状 に外反する。胴部 は球状 をなす とみ られる。いずれも頸部の接合部は箆 で押 え,そ の後 を

横 なで整形が施 され, 4は 内面にも押圧痕 を残す。器内外面には刷毛, または横なで整形が施 され,胎

土は長石粒 を多 く含み, 2に は雲母が多 くみ られる。焼成は堅 く褐色 を呈 している。

鉢形二L器 に 2 ・ 5が あ り,  2は 口径31.5-, 高 さ23.5-と 大形であ り, 底径は7.1"と 底音Бは′lヽ さ く

立 ち上が りをもって胴部 となり,弧 を描 いて大 きく外開する。胴最大径 30.5∽ で,やや胴上部 にあるが

半球状 をなす。頸部 は内屈 し,内面に鋭い稜 をつ くり, 日辺部は くの字状に外反する。頸部 には部分的

に箆 による圧疲が残 り,器内外面 とも縦 または横の刷毛 目整形が施 され,胎土には長石粒 を多 く含み焼

成は堅 く赤褐色 を呈す。 5は 口径 16.6", 日辺部 は くの字状 に外反 し,頸部から胴部へ と次第に径 は縮

しまる。日辺部は横の刷毛 目整形,胴部 は内外面に暗文がつ く。ていねいな仕上げで,胎土には小粒の

長石粒 を僅かに含み,焼成は堅 く朱彩 ともみ られる赤色 を呈する。

椀形土器 杯形 との区別ははなはだ難 しく, 6を 椀 とみた。丸底素縁日辺 をな し内湾する。口径 13.9
の,高 さ5.9∽ ,器面は刷毛,底 部 は箆 削 り,内面に暗文がつ く。ナト形土器に10～ 13があ り,素縁口縁

図 17 前の原20号住居址
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の10,内斜口辺のH～ 13。 12は 頸部は明瞭でな く,11,13は 短かい口縁部が外反する。いずれ も底部は

扁平の九底 をなし,器面は箆磨 き内面に暗文がつ く。胎土は長石粒 を僅かに含み,12は 焼成不良,灰黒

色をな し,他は焼成良 く,赤褐色を呈す。

高ま卜形土器  7～ 9があ り, 9は 日径23.2"の 大形,杯下半部に稜 をもち胴部 は僅かな弧 をもって大

きく外開 し,口 辺部 に 1条の沈線 をめ ぐらす。脚部 は上半部 を残すのみであるが,直線的に下部へ と開

き,お そらす裾は大 きく外開するもの とみられる。系部内外面 とも櫛状器具 による斜行の,脚部 は縦の

整形痕 がみられ,脚内部は横なで,接合痕 は整形によって消されている。 8は 浅い杯部 をな し,杯下半

部に鋭い稜 を画 し,胴部は大 きく外開 して回縁部で僅かに内湾 を示す。器面は平滑で下半部は箆磨 き,

内面は櫛箆 による縦横の整形が施 され,器肌は荒れている。 9は 1ド下半部 に僅かな稜 を残 し,力 胴ヽ部 は

直線的に外開 し,体部がそのまま口辺部 をつ くる。器面 は櫛状器具 による斜行の整形がみ られ,内面に

は暗文がつ く。いずれ も胎土に長石粒 を含み焼成は良 く, 7・ 8は黄褐色。 9は赤褐色 を呈す。

6号・ 8号 。16号・20号住居址出土の土師器はいずれ も後期初頭 に位置づ くとみ られるが,20号住居

址には古い要素が含 まれ,時期的にはさかのぼるとみ られる。

22号住居址 (図 3)

第 1号道路 (図 2)の 側溝 をブル トーザーによって掘 り上げた際発見され,南西 コーナー と,北壁の

1部 を確かめ,床面は堅 く,隅丸方形 となる竪穴住居址である。壁高51の と深 くローム層に掘 りこまれ

ている。高い盛土 と,期 日,費用の制約のため調査 を断念 したもので,遺物は土師器の小破片を検出 し

たのみで,そ の時期 を知 るに不十分な資料であるが古墳時代の土師器であることに間違 いはない。

23号住居址 (図 3)

16号住居址の西約 17π にあり,南8.5π に22号住居址がある。22号住居址 と同様,第 1号道路の側溝 を

ブル トーザーで掘 り上げた際発見され,南 と北の壁 と床面 を認め,方形 となる竪穴住居址 となることを

確かめたもので,調査は断念せざるを得なかった。

遺物には土師器の小破片 と須恵器 (図 60の 3～ 6)を 僅かに検出 したのみで,土師器は器形,時期 を

知 るには不十分なものであった。須恵器 3は 3条 の細い沈線がめ ぐり, 4～ 6に はタタキロがつ く。い

ずれも胎土,焼成は良 く,古墳時代後期後半 とみ られるものである。

ウ,平安時代住居址

15号住居址

遺構 (図 19)16号 住居址の南西 4分の 1の 覆土に住居址の 2分の 1近 くかかって構築 されている。

南北3.25π ×東西3.5"の 不 整形 な隅丸方形 をな し,20∽ ～25"ロ ーム層に掘 りこむ竪穴住居址 である

南側の床面は堅 く,北側は張床 となる。主柱穴は 4こ で,矩形の配置 をなす。カマ ドは西壁の中央 より

やや南によって着 き,天丼部は崩れ, また耕作 によってカマ ド壁 も削 られ低 くなっている。粘土カマ ド

で火床には焼土 をもつ。南壁の中央部 より僅かはいって砥石が 1こ 置かれていた。

遺物 土師器,須恵器,砥石があり,土師器には図59の 1～ 4があ り,甕形土器である。 1・ 2は 口

辺音Fよ り大 きくくの字状に外反 し,最大径 は口縁音5に あって長胴 となる。頸部か ら下 は箆削 り,内面は

刷毛 と横なでの整形が施 され, 4の 底部は内外面 とも荒い箆削 り,木葉底 をなす。 ともに胎土,焼成は

良 く赤褐色を呈す。 3は 口辺部は僅かに くの字状に開 き, 日径 11.5∽ ,最大径 は胴中位にあって13.8“
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図19 前の原15号住居址

B
A

19号住居址

o          2m

胴音卜は球状になるとみる。 ロクロイ士上げ とみ られ,回 辺部に横,胴部は斜めの刷毛整形が施 され,胎土

焼成精良で暗灰黒色 を呈する。

須恵器 (図 59の 5・ 6) 5は 長頸瓶の頸部 とみ られ, 6の ネは回径 12∽,高 さ3.5∽,糸 切底,で あ

る。 ともに胎土に石英粒 を多 く含み,地方産の ものである。

砥石 (図 62の 2)断 面は台形 をな し大形の祗石である。砒岩製で, 3面が利用 されている。

工,中世の住居址

19号住居址

遺構 (図 20)16号 住居址の北3.7π にあ り,盛土 をはねて検出 したものである。南北2.3π ×東西

2.5π の隅丸方形, ローム層に西側で10",東側 3分の 1に は 1段低い段がつ き15"の掘 りこみをもち,

柱穴は東側に竪穴の外に 2こ が2.2π の間 をおいて南北に並 び,竪穴内に1こ ,西側は壁について 1こ が

-39-



発見されている。北側は高い盛土のため調査は未了であったが柱穴が並ぶ もの と予想された。

遺物 (図 60の 1・ 2) 1は 山茶碗の底部で,箆削 り高台をなし,穀粒, また粗穀の付着痕 を残す。

2は 仁、花瓶の底部 とみ られ,美 しい緑色の灰釉が施 され,糸切底 をなす。 この他,古瀬戸片,天 目茶碗

片等がある。

(2)柱 夕U址

遺構 (図 21)南 は18号住居址の 1部 にかかり,東西 5π ,南北 13.5π の範囲に南北方向に並ぶ。北

側は盛土のため調査未了になったが, さらに北に続 くかは不明,調査時点では, 3区画をなすとみられ

るが, なお検討を要する。

南より①西南西方向4.7π ×3π の 2間 × 2間 ②南西方向3.3π ×3.3π の 2問 × 1間 ③南西方向3.6

π×3.3-3.6π の 2間 × 2問 よりなり, その柱列の配置はやや矩形をなす。②は径60～ 70の,深 さ63～

70π と大きな柱穴よりなる。①の中央にある柱穴の西より有孔円板が検出されている。

遺物 (図 60の 7・ 8,図 61の 12)土 師器には図60の 7の∫不形土器があ り,内斜 口辺 をな し, 日縁部

は外反 し,扁平の丸底 をなす。器〃Lは平滑,底部 は箆削 りの後,横 なで整形が施 される。胎土は小粒の

石英粒 を含み焼成は堅 く赤褐色 を呈す。後期前半とみ られる。
・
須恵器片図60の 8は タタキロの上 にカキ

メをもつ。胎土焼成精良なものである。 この他に土師器,須 恵器の小片10数 点がある。石製模造 |■:(図

61の 12)に 有了L円板 1こ が検出されている。有孔部 を僅かに残 して欠損 しているが双孔,不整形 をなす

ものである。

遺構 と遺物の関連 をみると,遺構① は高床造の倉庫 とみ られ,② と③ は同 じ高床建造物 をなす もの と

み られるが,十分 な把握はできない。柱列址の もつ生活層 |ま どこにあったか も問題で,暗褐色土層に堅

い面 をみるが床面 とみる堅 さは認め られない。 (地層は……表±20の→ 黒色±25∽→ 暗褐色± 5∽→ ロ

ーム層 となる。)ま た火を使用 した痕跡 も認め られない。遺物の出土は暗褐色土層 よりが大部 を占め,黒

土層 よりは僅かに縄文中期の上器片,土師器の小片をみてお り,平安期,中世の資料はない。暗褐色土

層 より土師器,須 恵器,有孔円板の出土 をみ, これに縄文中期末の土器片の混入 もみ られたが他の時期

の遺物はない。 このため,古墳時代の遺構 として把 え, この期の住居址群 との関連 において本遺構 を考

えたいが十分 な決め手はもてない。
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柱列址 H

遺構図22)東 に 3号住居址,南に 2号住居址,西に17号住居IILに 接 し,3.8π ×5π の範囲に 2間 ×

2間 ～ 3間 とみる柱列 をなすが,矩形 をなし,そ の柱穴の配置は整 っていない。南西端 に175∽ ×100"

深さ34の と中央西寄 りに182の ×155∽ .深 さ40物の楕円形 をなす土拡状の掘 りこみがあるハ高床式の建

造物 をなす もの とみ られるが,そ の性格は十分 に把握できなかった。

遺物 (図 60の 9)に は,須恵器,土師器片が僅かにみ られた以外にはな く,図 60の 9の須恵器が図示

できるものであり,タ タキロをもつ。焼成,胎土の良いものである。 しか し,遺物が遺構 に結びつ くも

のかは不明であり,遺構の時期 を決める手掛 りとするには不十分な資料である。

⑩ o◎ ◎  ◎

Ｏ

◎
A

／

◎

(3)土   拡

1号から11号土城が調査 された。 1・ 3～

れた 2号 。11号がある。 これらを次の表にま

◎B二
Φ

I

′

― ― ｀

ヽ

、

＼
、 ____″ ノ

/~~~~~~~~~＼

、 _、 __、 ________´ ノ

「

~~

図22  前の原柱ダ1址 H

7号の 1群 と 8～ 10号 の 1群 をなす もの と,単 独 に発見 さ

とめ たが,遺物 については後 に記す ることに した。
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ア,前の原遺跡土拡一覧表

番
号

大 きさr如 ).

南北・東西
腱
０

形  状 主軸方向 遺 物 備 考 時  期
凶
番
号

1 82 × 132 隅丸長方形 N50° W 組文後期深鉢
1

個体
甕棺 とみ られる 縄文後期

137)く  80 楕  円 形 N18° E 4号住居址の西60
-に ある 不  明

142× 100 40 楕  円 形 N69° E ′′ 18

85× 120 N34° E 2段 の落 ち こみ 18

円 形 N12° E 縄文中期土器片
数点 打石斧 1

人頭大の石 3こ を
お く

縄文 中期
末 ?

18

110× 130 N82・ W 不  明

120× 100 格 円 形 N20° E 18

130× 130 円 形 ''N 10'E 人頭大の石 2個 が
入 る

90× 110 楕  円 形 N64° W

100× 125 N62° W

80× 105 N36・ E 中の
る

址

れ

居

ま

住

こ

号

り

７

掘

イ,土拡 1号出上の土器 (41の 8)                           |

土城 内に逆位 に埋め られていたが,底部 のみは完全 で,他 は潰れた状態 で, 口縁部 3分の 2を 欠 く。

日径 42.5∽ ,高 さ48.4∽ ,器壁 は1.3～ 1.9物 を測 る厚 さをもつ大形の深鉢形土器 である。最大径 は口縁

部 にあ り,底部か ら直線斜行 して開 き肩部 に胴最大径 をもち,頸部 は内屈 して, くの字状 に口縁部 は外

反す る。頸部 か ら懸垂 す る沈線 で器面 を飾 る。飯 田地方 では初見の土器 であ り,縄文後期初頭 に位置づ

くもの とみ られ る。

“

)遺構外の遺物 (図60の 17・ 18)

紐文中期末の土器片は数 多 く出土 しているが,図示 したのは図60の 17・ 18の 2点 である。18は 6号住

居址の東 3つ より出土 した打製石包丁である。前の原は弥生時代の遺跡 ともなってお り, この期の遺構 ,

遺物の出土 を期待 したが本次調査で弥生時代の遺物はこの 1点のみである。硬砂岩製,20,の 小形の も

のである。

17は ,14号住居 llLの上層 より出土 した土師器の椀形土器である。内斜口辺 をな し, 口縁部は内屈 して

くの字状 に外反する。丸底 をな し,器面は箆磨 き,内面には暗文がつ く。胎土,焼成は良 く,淡褐色 を

呈す。後期前半の もの とみ られる。
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前の原古墳群 の調査結果

桐林面の先端部の古墳群 は北から久保尻 1・ 2号,久保尻幸神,高見,中屋 1・ 2号,前の原 1～ 6

号,尾畑,坊主新 田 1・ 2号,中屋畑,庵の塚 1・ 2号の消滅古墳があり,西端部 に丸山,大塚,兼清

塚の代表的な前方後円墳が現存 している。

今次の農業構造改善事業区域内には,前の原 3号古墳の 1部 と,高見塚,中屋 1号古墳が含 まれ, こ

の 3消滅古墳の調査 を行 なったものである。

(|)前の原 3号古墳 (図 18)

林氏高墳の碑がたててあ り, この北東は小高い墓地 となっているのが古墳の跡 を残す もので,大規模

な円墳 と伝 えがあり,碑は石室の天丼石 とみ られる。 この残存部の西側の用地内に所在するとみ られる

周溝の調査 を行 なったものである。溝巾1.5π ,深 さローム面 より50～ 70",溝は北東にのび巾と深さを

さらに増すが,用地外 となり調査不能,南はやや西にカープをみせて切れ, これより南は墓地のプロッ

ク塀 と 6号住居址の間の トレンチでは塀 ぎわに東に落 ちこむ溝の存在 を認めたが調査不能,碑の位置は

墳丘の南端に建 てられたとみられ,溝はほぼ直線的にのび,は た して周溝 とみるかに疑間が もたれる。

しか し,墳丘残存部の位置からすれば周溝 とみ られ,そ ののび方か らみると前方後円墳であったとも考

えられるが不明である。

遺物 周溝 トレンチ調査の際 8号住居址の確認が遅れ, このため出土遺物 を混同 したため,は っきり

しないが, この際出土 した遺物に図55の 12～ 14があ り,12・ 13は 小形甕,14は 内面黒色のす卜である。 14

のナドは, 8号出土の図55の 7～ 11の 5個の杯 とは異な り,やや時期が下がるとみ られ,後期土師式土器

であり, 3号墳に関連するもの と考えられる。 12・ 13の 小形甕 については, はっきり区別するには不十

分な資料で何ともいえない。

(2)高 見 塚 (図 23)

(今村 )

桐林848番地 を中′己ヽとす る小隆起の ところが高 見塚 とされている。 調査区城の北端 にあり,北から

東ιこかけて
`ま

低地帯 となり上ヒ高差1.5π ～2π , 西側で30-, T打佃1で 60-前イ麦の高足巨をもち, 7綺 Jヒ糸勺30π ,

東西50π の残丘 をな している。黒土の厚い堆積があってローム層 となっている。第 1～ 第 5ト レンチ調

査によると南の平坦面で50∽余,20号住居址の地点で72の,地形が高 まるほど黒土層は厚 くなり,104

の となる。 自然状態で人工的な盛土 とはみ られない残丘状 をなし, この地帯は早魃期でも作物の被害 を

受けたことはないといわれている。第 1ト レンチでは縄文中期末土器片,土師器片を,第 2・ 3ト レン

チでは土師器片と中世陶器片を検出 し,第 4ト レンチでは20号住居址 を発見 しているが古墳 とみ る痕跡

は認め られなかった。

第 5ト レンチでは,調査区城の北端近 くに溝 1,そ の南 2%に 溝 2が検出され,そ の幅 はともに2.2

π, ローム層への掘 りこみの深さは, 1が40", 2は 15∽ と浅いが高見塚周溝 ともみ られ,北にカープ

をもつ。 これよりみると高見塚 は隆起地点ではな く,北に下がった現在宅地 となっている位置にあった

のではないかと考 えられる。竜丘村誌編纂委員の中田美稔氏によれば「残丘上でな く,宅地の西側にあ

ったと言い伝 えられてお り,古墳所在地848番地 も国土調査の際に変更 され,現在地番 とは異なってい

る」 とのことである。
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図23 高見塚調査 トレンチ,周濠断面図

遺物 は図60の 10～ 13が溝内より出土 している。10は 土師器の高 1不,11-13は 須恵器,11は 波状文 を,

12・ 13は タタキロをもつ。 これらは後期古墳末 とみ られるものであるが,高 見塚 に直接関係するかは不

明 で あ る。 (今村 )

中屋 :号古墳

桐林 300番地 。301番地の間にある土手に当るところにあった古墳 といわれる。301番地は国土調査時

に地番整理が行 なわれ300番地 となり,現在桑畑 とな っているが土手の部分は残 っている。古墳のあっ

たといわれる土手から 2本の トレンチ (図 24)を 入れ調査するが,′ lヽ さな溝 2本が検出されたが周濠 と

はみられるものでな く,古墳の位置は把握できなかった し,周濠 をもったか も不明である。

遺物 (図 60の 14～ 16)は トレンチ内の出土でいずれ も須恵器,14は 不,15は 蓋ナトの蓋部で,器面に水

引の跡 をもち,16は 大形土器の底部でタタキロをもつ。いずれ も胎土に石英粒 を含むが焼成,仕上が り

(今村 )は良い。時代的には下がるもの とみ られ,古墳に関連するもの とはみ られない。
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図24 中屋 1号古墳調査 トレンチ,周濠断面図

αD 塚原古墳群 と塚原遺跡

塚原は飯田下伊那地方における代表的な古墳群の所在地であって,飯田市指定の前方後円墳二子塚

(塚原 1号墳 )を は じめ,鎧塚 (5号 ),鏡塚 (4号 ),黄 金塚 (10号 ),塚 原 3号墳 と,塚原台地南

端 に金山 6号墳が現存 し,かつては16を数 える古墳の存在 したところである。 また埋蔵文化財包蔵地 と

しても縄文時代から弥生,古墳時代の遺物が表面採集 されている。

今次農業構造改善事業計画は古墳所在地 をさけ,現況 を保存 しなが ら農道 を拡張 または新設す るもの

で,調査は農適用地内を行 なったものである。工事前の調査では農適用地内に遺構は発見されず, しか

も雨のため, この地帯は粘土層の堆積のため足 も埋 もる状態であ り,調査 は思 うように進行 しなかった

鏡塚の一部は,か つて国道 151号 付替工事 の際切 りとられ, この部分が農道拡張のため国道工事時点

で築かれた石垣が僅かに後退 をよぎな くされたため,墳丘実測 と,農道拡張幅 についての調査 を行なっ

たものである。

農道工事中に二子塚東側の段丘下段地域 に遺跡が発見され,調査の結果 1号 ～ 3号の住居址の存在 を

確かめた。

-46-



鏡 塚  (図64)

飯田市桐林 2883・ 2886-1番地に所在 し,墳丘の西側の 1部は国道 151号 改良工事 の際に切 りとられ ,

それに伴 う発掘調査が昭和42年 6月 に行 なわれ,そ の調査報告書によれば,墳丘45の,高 さ2.5π の円

墳,調査は墳丘の西端部全面積の 8分の 1程度の範囲であったが,葺石の存在 と,埴輪の破片多数 を発

見 したが,内部構造については不明 とある。

今次調査は,昭和42年度調査の南側の農道拡張部の巾50∽,長 さ10π の限定 された面積 であったが ,
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図63 第二次農業構造改善事業飯田市竜丘塚原地区平面図

図64 塚原 1号 02号住居址出土遺物 (1:3)



幅6.35π ,深 さ1.2π の周濠の存在 が確 かめ られ,墳丘南側め境界が明 らかにな り,墳丘測量によって

南 Jヒ径 は推定42π 余 となり,現在高さは 2π を測る。

周濠は粘土層からローム層に掘 りこまれ,内部覆土は暗黄褐色土で埋 まり,僅かに埴輪の小片が検出
されている。葺石 とみ られるものに周濠内縁部 に僅か10個 の石が密着 してみ られたが,昭和42年調査で
は葺石が明 らかに検出されてお り,今次調査では葺石は排除されてお り, その存在 を確認できなかった

しか し,墳丘裾の南から東にかけての石垣は明 らかに葺石 を利用 したもの とみ られる。墳丘全面が桑園
となってお り, このため耕作によって次第に崩され現在の高 さとなったもので,か つては雄大 な円墳で

あったことが推定 される。
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図65 鏡塚古墳実測図,周 濠断面図



大沢 和夫  「鎧塚発掘調査報告書」

注 1に 同 じ

昭和42年  飯田市教育委員会

塚原 1号 。2号 。3号住居址 (図 62)

二子塚の東側の一段低 くなる台地の農道拡張面に工事中遺物出土の報告 を受 け調査の結果道路切 りと

り面に 1号・ 2号・ 3号の住居址の存在 を確認 した。東側は道路で削 りとられ,西側は用地外のため発

掘調査 は不可能 となり,切 りとり面の黒土の落 ちこみ と床面の存在 を確かめ,遺物の採集 を行 ったもの

である。一辺が 5π ～5.5π の方形 プラ ンとなり,ロ ーム層に30"前後掘 りこむ竪穴住居址である。

遺物 (図 63)は 1号・ 2号住居址出土の土師器 と須恵器で, 1は 1号住居址出土の椀形の土師器,器

面は粘土質のため荒れているが,胴下部 に指圧痕 を残す。器壁は比較的厚 く,胴上部 に最大径 をもち,

平底。頸部は内屈 して口辺部は僅かに外反 を示 し,胎土は石英粒 を多 く含む。

2は 3号住居址出土の須恵器,良好な仕上 りで胴中央に横位の沈線がめ ぐらされている。浅い杯 とみ

られ,胎土,焼成精良なものである。図示以外に 3住居址 ともに,土師器,須恵器の破片が検出され ,

いずれ も古墳時代後期後半 とみるものである。

注

　

注
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l.前  の  原

前の原遺跡の調査 は期 日,費用の制約のため,農業構造改善事業面積の20分の 1以下の調査 に終わら

ざるを得なかったが,縄文中期末葉 と古墳時代後期初頭 とみる集落の存在が確かめ られたが,集落形態

をIE握するにはいたらなかった。

縄末中期末葉の住居址出土土器は,埋甕 を除 き,大部分は住居廃絶時, または廃絶後の投入の状態の

出土であった。 4号 。17号住居址 は床面に接 し, 1号住居址 では覆土中に多 くがみ られ,廃絶直後, ま

た時間的経過 をもって投入されたもの とみ られる。廃絶後の投入の全 くみ られない18号住居址例 もある

この期の土器様相 をみると,諏訪地方の編年では曽利 H式 に比定 されるものに①東海地方 との関連 を

強 く示す 7号 。17号・24号住居址があ り,②東海地方形 と伊那地方に従来み られるタイプが両立する 1

号 。12号住居址があ り,③伊那地方 を主体 とする18号住居址がある。

曽利 H式の要素 を含み,Ⅲ式に比定 されるものに④東海地方系 と伊那地方系の両立する 4号 。10号住

居址があり, 4号住居址の土器は他住居址 とは異質な要素 を多分にもち,木曽川下流域 との強い関連 を

示す ものである。⑤伊那地方の土器 を主体 とする 3号 。11号 。14号住居址があり,⑥曽利Ⅲ式に比定 さ

れる伊那地方 を主体 とする 2号 。13号住居址がある。

⑦ 5号住居址の器壁の厚 い隆帯 による文様構成の小形深鉢は中期最終末か後期初頭 とみ られ, 1号土

城の大形深鉢は後期初頭 とみる土器で当地方初見の ものである。

前の原出土土器は従来飯田地方にみ られた中期末葉土器群 とやや性格 を異にするものがあ り,今後当

地方の組文中期土器編年の手掛 りとなる資料 といえよう。

縄文中期末葉住居址出土の石器量は多 く,打石斧,横刃形石器が主体 となる。図示 した打石斧 は 2号

址・ 14号址 。17号址が18～ 19こ ,11号址 は48こ ,図示以外の 1号址 は完形134こ を数 える。横刃形石器は

図示 したものが平均 8こ , 1号址では20こ の完形品をみている。磨石斧は14号址 を除 き, 2・ 3こ の出

土 をみるが大部分は刃部 を欠 く。完形品は図示す る 5こ の大形磨石斧 と, 4こ の小形磨石斧の出土 をみ

たにす ぎない。石皿は計 7こ , この中 2こ の出土 をみた 1号 。11号址がある。凹石の計は 3こ にす ぎず

祗石に凹 をもつ 2号址出土があ り,磨石斧の折れを利用 した 3号址の ものがある。砥石には石皿の裏面

を利用 した 1号址出土,凹石 と併用 した 2号址出土 と,祗石 その ものの 4号址出土の計 3こ がある。

狩猟漁粉具 とみる石鏃,石錘については, 1号址 で石鏃 4こ をみるが,他遺構検出計 3であ り,石錘

は 1号址で26こ を数 える多量の出土 をみ,注 目されたが,今次調査出土計はその 5分の 1に す ぎない。

打石斧は長 さ 7∽～10",重 量509～ 80夕 の軽量,小形が70%を 占め,中 には 6如前後重量409内外

があり,ず ん ぐりしたものが前の原遺跡打石斧の特色 ともみ られる。 これ ら多 くの小形打石斧の用途は

採集用具 と考 えられるが今後の究明課題である。
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狩粉漁粉具の少ない点について,当地方の組文中期末葉における生活基盤 を考 える上での問題点 とい

える。石器以外の用具 として最 も適 したもの といえば飯田地方における良質 と種類の多い竹 である。弓

矢 としても,竹槍,竹 モリとしても適切 な材料の豊富な地域であることを考 えたいものである。

古墳時代の住居址出土の土器は後期前半, また中期後半 とみるもの もあり,飯 田下伊那地方の最 も密

度の高い古墳群 をもつ竜丘地区 と,前方後円墳 として飯田地方最古 とみ られる兼清塚 をは じめ丸山 。大

塚等の前方後円墳 を構築 した背影 となる基盤 をこれら住居址群 において考 えたい。

古墳時代の住居址,柱列址 より石製模造品の出土については,柱居内に祭祀の場が,こ の地方で この

期に設けられたもの と受 けとめたい。

前の原地域の消滅古墳についての調査は不十分なものであったが,高見塚の位置が確かめ られ,前の

原 3号墳は規模の大 きなもの と推定 され,中屋 1号墳 についてはその位置は把握できなかった。

2。 塚   原

鏡塚の周濠の存在と,そ れにより墳丘径42π 余の大規模の円墳であることが実測により確認された。

二子塚東側の一段下がった地域 に古墳時代後期後半の住居址群の存在が予想された。 しか し,調査時

期1の雨による粘土層の泥ねいのため十分 な調査 は不可能 であ つた。

農業構造改善事業終了後の塚原古墳群調査 によると,鎧塚 は桑園改植のため墳丘東側の 2分の 1は プ

ル トーザによる抜根のため,埴輪片,須恵器片が散 らば り,墳丘 も一段低 くなってお り,黄金塚 はプル

トーザによって一部 は削 られ苗甫 となっていた。計画外の工事が構造改善事業に便乗 して行 なわれたこ

とについては,今後文化財保護のため注意 を喚起 したい。

おわ りに,今次調査にあたって大沢和夫先生,県教委文化課今村善興,伴信夫指導主事の御指導,調

査員各位の御協力,下伊那教育会考古学委員会,飯田高校考古学研究 クラプの応援 をいただけたこと,

作業にあたられた方々の熱心な作業態度が大 きな力 となったこと,前の原の工事 を請負われた竜丘土建

の方々のご理解 と御協力を深謝 したい。
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調 査 組 織

1.竜丘地区埋蔵文化財発掘調査委員会

橋本 玄進   飯田市教育委員会委員長

矢亀 勝俊   飯田市教育長

山下 順蔵   飯田市教育委員

森本 信也      〃

平田 英夫     〃

田中 富雄   飯田市教育委員会事務局社会教育課長

2.調 査  団

団   長   佐藤 甦信

調 査 員   今村 正次   片桐 孝男   遮那藤麻呂   
｀

3.指 導 者

大沢 和夫   飯田女子短大教授

今村 善興   長野県教育委員会文化課指導主事

桐原  健      〃

4.事 務 局

飯田市教育委員会社会教育課

田中 富雄    社会教育課長

山下 舜平   課長補佐係長

園原 春治   係 長

川手 周三     〃

長谷部三弘   主 事

大田 美佐    〃

林  茂喜    〃

5.竜丘地区農業構造改善事業担当

農林課 課長  川井  保
″  係長  小林  衛
〃  技師  牧田 裕隆   藤本 照之

飯田市農業協同組合

組合長      岡村 賢作

竜丘事業所長   高島 清志

竜丘担当事務局  春 日  博

竜丘担当理事   下平 オ介

6.協  力 員

◎下伊那教育会考古学委員会

吉沢 輝人   塩沢 仁治   林 登美人   松村 全二
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梅村 金彦   松沢 英男   小林 昭治   林  光男
市瀬 洋吉

◎飯田高等学校考古学研究クラブ

7.作 業 員

寺沢 二郎  吉沢 徳男  北村 重美  福島 明夫  牧島 茂実  沢柳 幸三

矢沢 俊男  下平 貞雄   中平 兼茂  飯島 洋一  宮下 喜作  村沢  守

塩沢  基  久保田尚子  原  一美  小木曽道子  宮崎 悦子  塩沢 しづ子

倉沢けい子  下平美代子  平沢 きみゑ  前沢 照子  近藤たまえ  下平せつ子

関島 千恵  矢沢 きよみ  久保田きみえ 中塚  悦子  佐藤いなゑ  中平 一夫   、
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昭和48年度の竜丘地区農業構造改善事業にひきつづ き,49年度は前の原 (久保尻 ),塚 原両地区の事

業が実施 されることとなったので,事前に関係部課 と事前協議及び現地調査 を行 って,昭和 49年 9月 13

日付文化庁に対 し埋蔵文化財発掘届 を提出 し,10月 15日 より発掘着手 をした。

前の原地区は,前の原遺跡,前の原 2号古墳等の遺跡が,塚原地区は,飯 田下伊那地区でも代表的な

古墳群の所在遺跡でほ場整備事業が実施 されれば古墳群の姿が失われると思われたが幸い関係者の理解

によって農道整備事業のみ実施 されることになったので古墳群 を破壊することな く事業が進め られるこ

ととなった。

今回の事業費は2,350,000円 で農業構造改善事業費の中から負担金 として飯田市教育委 員会 が受 け直

轄事業 として行い,埋蔵文化財発掘調査記録保存事業が大 きな成果 を残 してここに完了 しました。

この発掘調査は耕地であるため収穫期の後 より開始 しなければならない状況の中で期間的にも多少問

題はあったが,幸い土地所有者 をはじめ各方面の格別なご援助 とご指導によって当初計画 していたよう

に貴重 な資料の発掘等の結果 をみることができ感謝 にたえない。

調査体制は,団長 に佐藤甦信先生 を先頭に調査員の今村正次先生 をは じめ,各先生方の経験豊かな知

識 を以 って終始献身的な協力 と指導者の飯田女子短大 大沢和夫先生,県教育委員会文化課指導主事今

村善興先生の適切 な助言 をいただき, また報告書執筆は団長の佐藤先生が終始熱意 をもって当られここ

に完了 したことに対 し深 く敬意 を表 します。

日召不口 50」手 3 月

飯田市教育委員会社会教育課

り
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翅御r19

図25 前の原 1号住居址出土土器 I(1:6)
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図26 前の原 1号住居址出土土器 H
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図27 前の原 2号住居址出土土器 (1:4)



図2g 前の原 3号住居址 出土土器 (1:4)
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前の原 4号住居址出土土器 I(1:4)
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図30 前の原 4号住居址 出土土器 H
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図31 前の原 4号住居址出土土器Ⅲ (1:4)
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図34 前の原 11号住居址 出土土器 I(1:4)
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図38 前の原 14号住居址 出土土器 (1
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図39 前の原 17号住居址 出土土器 I(1:4)
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図40 前の原 17号住居址 出土土器 H(1:4)
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前の原 5号・ 18号 。21号住居址,土城 1号出土土器 (1:4)
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図47 前の原11号住居址出土石器Ⅲ (1:4)
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E]52

前の原遺跡住居 l■出土石棒,石皿 ,
5

磨 石 斧 の 1部

(1:4)
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前の原 6号住居址 出土遺物 I(1:4)
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図54 前の原 6号住居址出土遺物 H(1:4)
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閻 鶉

図56 前の昼 9号住居址出土遺物 (1:4)
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図61 前の原遺跡出土石製模造 品 (1:2)
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図版 2 前の原遣跡

遺跡 西 をみる

遺跡  束をみる

遺跡 南をみる 一 工事が進む 手前は竜 1■小学校



図版 3 前の原遺跡の遣構

遺構  南から
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19サイヒLII址

18リ イliたIlllL

17号 住居llL ll器 出 11状 態
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6号住居址

6号住居址  かまど

6号住居址  かまど断面

6号住居址の炭化物

6号住居址  かまどのイf組



9号住居址

8号住居址  前の原 3号墳周溝の一部 土城 1号
(上城 1号,8号住,周 溝の一部,右 は し5号址の一部 )

9号住居址 石製模造品 (勾玉 )出 土



16号住居址

16号住居址  壷 出 11

――
16号住居llL 遺物出土状態

20号住居址
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図版 4 前の原遺跡の遣物

H号住たI:址  埋甕 1

14号住居址出土台付 t器

11号fL":址  llP甕 3

18号住たI:址 出 1111器



17け住居址出11浅鉢 (釣 手11器 ?)

4号住居址出± 11器

4号住居址出 1111器

4号住居址出 L土 器 4号住居址出 L ll器
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8号住居址出土土器

6号住居址出土土器 6号・20号住居址出 111不



16号 f111垣L1111111器

20サ住居址出 11高よ不

●
０
　
　
０

０
　
・
０
　
０

前の原遺跡出 11石 製模
'生

品



図版 5 塚 原

塚原 3号 。2号住居址 一 道路の切 りとりに見る

鏡塚周濠 トレンチ調査

鏡塚遠景 (1子塚 よりみる 一 中央の高い所 )

鏡塚近景

1子 塚 一 東 より



図版 6 発掘 スナ ップ

1サ fi:居址 を掘 りはじめる

4号住居址 の調 査

，―

い
　

　

　

、
メ

4号 fii居址 の検出

遺構検出排 11作 業
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